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Ａ．研究目的 
平成20年（2008年）4月より実施されている特定

健診・保健指導の制度のもと、市区町村を含む医療

保険者において、生活習慣病の予防を意図した保健

指導が展開されている。この保健指導を実施するに

当たり、厚生労働省より示された「標準的な健診・

保健指導プログラム（平成30年度版）」1)（以下、標

準プログラム）が活用されている。この標準プロラ

グムにおいて、特定保健指導のプロセスとして、①

保健指導の準備、②対象者との信頼関係の構築、③

アセスメント（情報収集・判断）、④気付きの促し、

⑤科学的根拠に基づく健康行動の理解促進及び教材

研究要旨 

【背景】 

2008年より、医療保険者はメタボリックシンドロームの改善を目指した特定健診・特定保健指導を実施す

るという政策が打ち出されている。厚生労働省から示されている標準的な健診・保健指導プロラグム（以下、

標準プログラム）では、特定保健指導のプロセスとして、①保健指導の準備、②対象者との信頼関係の構築、

③アセスメント（情報収集・判断）、④気付きの促し、⑤科学的根拠に基づく健康行動の理解促進及び教材の

選定、⑥目標設定、⑦保健指導期間中の継続フォロー、⑧評価（3～6か月後）が示されている。さらに、①

～⑧のプロセスには、保健指導技術の展開例として保健指導スキルが示されている。 
【目的】 

本研究の目的は、先行研究のスコーピングレビューにより、成果につながる特定保健指導スキルを明らか

にすることである。これにより、標準プログラムにて示されている特定保健指導スキルに加筆すべきことと

特定保健指導に関する今後の研究への示唆を得る。 

【方法】 

和文献は医学中央雑誌（Web 版）を、英語で出版されている文献は、MEDLINE とCHINAHL をデータベ

ースに用いた。論文タイトルに「特定保健指導」を含む、2008～2021 年に出版された研究論文として計 418
ジャーナルが抽出された。設定した適格基準に基づき、19ジャーナルが選定された。 
【結果】 

特定保健指導プロセスの①～⑦においては、それぞれ 2～10 ジャーナルから効果的な保健指導スキルが示

されていた。しかし、⑧評価についての保健指導スキルを明らかにしている文献はなかった。

【考察】 

特定保健指導のプロセスには、評価は必ず必要である。評価のプロセスに焦点化した成果につながる特定

保健指導スキルを明らかにする研究が必要であることが示唆された。 
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の選定、⑥目標設定、⑦保健指導期間中の継続フォ

ロー、⑧評価（3～6か月後）が示されている。この

①～⑧のプロセスには、保健指導技術の展開例と称

した保健指導スキルが示されている。現行の標準プ

ログラムに示されている保健指導のプロセスと必要

な保健指導技術は、平成19年（2007年）に制度開始

に先駆けて、標準プログラム（確定版）2)にて示され、

以降、標準プログラムは版を重ねてきているが、大

幅な修正は行われてきていない。 
2008年に特定健診・特定保健指導が開始され、そ

の後、特定保健指導に関する成果につながる保健指

導スキルに関する先行研究が散見してきており、先

行研究をレビューすることで、成果につながる保健

指導スキルを明らかにし、標準プログラムにて示さ

れている特定保健指導スキルに加筆すべき点を明確

にするとともに、特定保健指導に関する今後の研究

への示唆を得ることが必要と考えた。 
本研究の目的は、先行研究のスコーピングレビュ

ーにより、成果につながる特定保健指導スキルを明

らかにすることである。 

Ｂ．研究方法 
本研究は、2008年以降に報告されている、成果に

つながる特定保健指導技術を網羅的に概観、整理し、

今後必要と考えられる研究範囲を特定することを目

的としているため、スコーピングレビューを用いた。

スコーピングレビューとは、ArkseyとO’Malleyの定

義 3)とEhrichらの定義 4)から、友利らが、網羅的に既

存の文献を調べ、ギャップ、つまり、研究する必要

がある未解決な部分を特定することとしている 5)。

本研究では、友利らの定義からスコーピングレビュ

ーを用いることとした。 

1.文献検索の方法 
1）研究疑問の特定 

Patient, Concept, ContextのPCC6)を用い、以下のよ

うに研究疑問を設定した。「特定保健指導を活用する

ことで、特定保健指導の利用者の成果につながる特

定保健指導スキルは何か」とした。 

2）関連研究の特定 
和文献は、医学中央雑誌（Web版）を用い、検索

ワードは、タイトルに「特定保健指導」を含む原著

とし、特定保健指導制度がスタートした2008年から

2021年を検索期間とした。2021年11月16日に検索

し、398件が該当した。 
洋文献は、MEDLINE とCHINAHL を用い、検索

ワードは、タイトルに「health guidance」を、要旨に

「Japan or Japanese」を含むとし、英語で書かれてお

り、2008 年から 2021 年を検索期間とした。2021 年

11月24日に検索し、重なりを除き20件が該当した。 
2.研究の選択 
文献選定の適格基準は、①保健指導のプロセスが

示されていること、②保健指導の成果または保健指

導の内容の根拠が明示されていることの 2 つの条件

を有していることとした。2 人の著者が独立してタ

イトルと抄録を読み、適格基準をもとに文献を選定

し 3)、その後、著者2人で一緒に検討した（一次スク

リーニング）。一次スクリーニングで選定した文献の

本文をそれぞれが独立して精読し、適格基準を満た

している文献を採択候補とした。その後、著者 2 人

で一緒に検討し、採択文献を決定した（二次スクリ

ーニング）。 
3.分析方法 
1）データのチャーティング 
採択文献から、論文タイトル、著者、発行年、研

究目的、保健指導の対象者特性、保健指導実施者の

特性、保健指導の成果、保健指導の内容、該当する

①~⑧の特定保健指導のプロセスを抽出し、一覧表を

作成した。 
2）結果の統合、要約、報告 
①~⑧の特定保健指導のプロセスごとに保健指導

の内容の意味内容を損ねないように同質性から要約

を作成した。要約にあたり、保健指導実践者が実際

に活用できるかという観点から抽象度を検討し表現

した。第一著者が要約案を作成し、2人で検討し要約

として決定した。 

Ｃ．研究結果 
1.文献選定フロー 
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文献選定フローを図 1 に示した。一次スクリーニ

ングの結果、62件が選定された。さらに二次スクリ

ーニングを経て最終的に 19 件が採択文献となった。 

2.対象文献の概要 
採択した文献の一覧を表 1 に示した。本文上の括

弧は表1の文献番号を示す。2011年より毎年のよう

に1～3件の文献が公表されていた。保健指導実施者

は、明示されていない文献もあったが、保健師及び

管理栄養士であった。保健指導の主な成果としては、

減量が一番多く12件（3,5,6,9,10,11,13,15,16,17,18,19）、
生活習慣の改善4件（7,13,14,19）、検査データの改善

4件（1,7,11,18）、階層化レベル2件（5,16）、健康へ

の意識 1 件(5)、行動目標 1 件(15)、行動変容ステー

ジ1件(16)、喫煙1件(18)、特定保健指導開始率1件
(2)であり、さらに、質的研究による成果につながる

保健指導スキル(4)(8)(12)が明らかにされていた。 

3.保健指導のプロセスごとの保健指導の内容 
保健指導の①～⑧のプロセスごとの保健指導の内

容を表2に示した。『 』は要約を示す。 
1） 保健指導の準備 
『利用率の向上に向け、特定保健指導の流れや概要

を示した資料を作成し、保健指導実施者の説明内容

と方法を統一する（12）』と、『健康問題の抽出等、

事前に対象者の全体像をイメージする（8）』の 2 つ

を抽出した。 
2） 対象者との信頼関係の構築 
『対象者の気持ちをほぐす・聴く・捉えられるよう

努め関係性を築く（12）』ことと、『社交的・親密的

な関係づくりに努める中で、対象者の健康に対する

関心・問題認識を見極める(4)(8)』の2つを抽出した。 
3） アセスメント（情報収集・判断） 
『対象者の健康課題・生活状況という事実とともに、

行動変容に対する関心の程度や準備性・気持ちの変

化をアセスメントする(8)(10)(12)』の1つにまとめた。 
4） 気付きの促し 
『対象者の身近な集団の生活習慣の特徴を示し、関

心を促す(1)』ことや行動変容ステージ別に『無関心

期の対象者へ、まずは健康や身体に対する関心を高

めることができるよう支援する。無関心期や関心期

の対象者が、行動変容に対する利益について考える

ことができるよう支援する。関心期や準備期の対象

者が、行動変容に伴う不利益を減らす工夫について

考えることができるよう支援する(8)(12)』の計 3 つ

にまとめた。 
5） 科学的根拠に基づく健康行動の理解促進及び教

材の選定 
『実寸大食品見本カードの作成・活用により保健指

導の場で対象者へ提示する、行動変容ステージ別の

ワークブックを作成・活用するなど、対象者に響く

アプローチ方法を検討する(8)(14)(16)』といった具体

的な内容を2つ抽出できた。 
6） 目標設定 
達成目標と行動目標別に整理できた。『達成目標は、

目標体重の設定等、対象者からみて達成可能な目標

を設定する(4)(15)』、『行動目標は、効果と実効性の視

点から①「何」を「どうするか」が明確か、②セル

フモニタリングできるか、③自己決定かを配慮する

(3)(5)(8)(13)(15)』の計4つを抽出できた。 
7） 保健指導期間中の継続フォロー 
『アプリやビデオ通話等、対象者の希望に沿った支

援形態とする(7)(11)(18)』ことや、『セルフモニタリン

グできるツール（紙、アプリ、Web上）に行動目標

の達成状況、体重等の事実と気持ちや体調を記載し

てもらい、賞賛や承認を伝え、必要時には助言をす

る(5)(6)(9)(10)(11)(15)(18)(19)』、『行動目標を設定する

際、対象者の行動継続を支援してくれる身近な支援

者（ソーシャルサポート）を設定し，サポートを得

るための具体的な方法について助言する(15)』の計3
つを抽出できた。 
8） 評価（3～6か月後） 
対象文献からは抽出することができなかった。 

Ｄ．考察 
本研究では、先行研究のスコーピングレビューに

より、成果につながる特定保健指導スキルを明らか

にした。考察では、標準プログラムの特定保健指導

スキルに加筆すべき点について論じ、さらに特定保

健指導に関する今後に必要と考える研究について述
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べる。 
目標設定において、先行研究の知見を整理する中

で、達成目標と行動目標別に整理することができた。

現行の標準プログラムでは、「目標」の記載が達成目

標と行動目標とが混在した表現となっていると考え

られ、達成目標と行動目標とを区別して記載してい

くことの必要性が示されたと考える。また、『行動目

標は、効果と実効性の視点から①「何」を「どうす

るか」が明確か、②セルフモニタリングできるか、

③自己決定かを配慮する(3)(5)(8)(13)(15)』と行動目

標設定に関し多くの文献にて知見が示されており、

加筆すべき点と考える。 
さらに、『行動目標を設定する際、対象者の行動継

続を支援してくれる身近な支援者（ソーシャルサポ

ート）を設定し，サポートを得るための具体的な方

法について助言する(15)』と整理できた。これまで標

準プログラムでは、「設定した目標を家族や仲間に宣

言することを促す」と記載しているが、対象者の行

動継続をサポートしてくれる人を対象者に設定して

もらい、継続を促すという点も効果的と考えられ、

加筆すべき点である。 
保健指導期間中の継続フォローにて、『アプリやビ

デオ通話等、対象者の希望に沿った支援形態とする

(7)(11)(18)』が示された。これまでは、対面での指導

が主であったが、対象者の生活リズムやパターンの

中に保健指導を無理なく入れ込んでもらい、アクセ

スしやすくなるよう、医療保険者は多様な保健指導

手段を整えることが必要であり、保健指導実施者は

保健指導手段に応じた支援スキルを有していること

が求められているといえる。 
保健指導期間中の継続フォローにおいて、『セルフ

モニタリングできるツール（紙、アプリ、Web 上）

に行動目標の達成状況、体重等の事実と気持ちや体

調を記載してもらい、賞賛や承認を伝え、必要時に

は助言をする(5)(6)(9)(10)(11)(15)(18)(19)』と多くの先

行研究よりまとめることができた。まず、対象者が

セルフモニタリングできるツールを整えることが必

要であり、ツールには継続的に行動目標を意識でき

ること、測定データの記載とともに心情も記載でき

ることが必要と考えられる。そして、保健指導実施

者から必ず、記載した内容をもとにフィードバック

を返すことで継続的な取り組みにつながることが示

唆された。 
本研究では、評価の段階に関して保健指導の内容

を抽出することができなかった。評価の段階の保健

指導の実施により、その後の対象者への影響を追っ

ていく研究が必要と考える。 

Ｅ．結論 
本研究では、先行研究のスコーピングレビューに

より、成果につながる特定保健指導スキルを明らか

にした。 
特定保健指導のプロセス、①保健指導の準備、②

対象者との信頼関係の構築、③アセスメント（情報

収集・判断）、④気付きの促し、⑤科学的根拠に基づ

く健康行動の理解促進及び教材の選定、⑥目標設定、

⑦保健指導期間中の継続フォロー、⑧評価（3～6か
月後）ごとに成果につながる保健指導スキルを整理

することができた。 
保健指導の準備から保健指導期間中の継続フォロー

までは先行研究にて保健指導スキルを整理できたが、

評価の段階に関しては抽出することができず、今後

の研究で必要と考える点であることが示唆された。 
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 図1 文献選定フロー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医中誌 298 件・MEDLINE CINAHL 

20件  

ｎ=318 

タイトル・抄録評価後の対象文献 

（一次スクリーニング） 

ｎ=62 

フルテキスト評価後の対象文献 

（二次スクリーニング） 

ｎ=19 

除外文献（ｎ=256） 

 保健指導のプロセスが記載されていない 

 保健指導の成果の内容または、保健指導の内

容の根拠が書かれていない 

除外文献（ｎ=43） 

 保健指導のプロセスが記載されていない 

 保健指導の成果の内容または、保健指導の内

容の根拠が書かれていない 
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N
o
.

論
文

タ
イ

ト
ル

著
者

発
行

年
目

的
保

健
指

導
の

対
象

者
特

性

保
健

指
導

実
施

者

の
特

性

保
健

指
導

の
成

果
の

内
容

（
得

ら
れ

た
保

健
指

導
の

内
容

の

根
拠

と
な

る
内

容
）

保
健

指
導

の
内

容
（
概

要
）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

1
標

準
的

質
問

票
の

集
団

分

析
で

得
ら

れ
る

生
活

習
慣

の

特
徴

は
特

定

保
健

指
導

効

果
を

向
上

す
る

か
?

中
村

允
俊

,

他

2
0
2
1

「
標

準
的

質
問

票
」
を

用
い

て
特

定
健

診
受

診
者

の
生

活
習

慣
を

解
析

し
、

特
定

保

健
指

導
対

象
者

の
生

活
習

慣
の

特
徴

を
明

ら
か

に
す

る
。

さ
ら

に
、

得
ら

れ
た

特
徴

を
提

示
し

て
保

健
指

導
を

行

い
効

果
を

検
討

す
る

熊
本

県
北

東
部

に
位

置
す

る
K

市

の
A

企
業

の
従

業
員

の
う

ち
、

2
0
1
6
年

の
特

定
保

健
指

導
対

象

者
1
5
5
名

保
健

師
お

よ
び

管
理

栄

養
士

A
企

業
の

特
定

保
健

指
導

対
象

者
の

特
徴

的
な

生
活

習
慣

は
「
身

体
活

動
量

が
低

い
」
，

「
朝

食
を

抜
く
習

慣
が

あ
る

」
，

「
早

食
い

で
あ

る
」
で

あ
っ

た
．

そ
の

う
ち

「
朝

食
抜

き
」
，

「
早

食
い

」
に

関
す

る
資

料
を

提
示

し
て

特

定
保

健
指

導
を

実
施

す
る

と
，

2
0
1
7
年

の
収

縮
期

血
圧

は
非

提
示

群
で

増
加

す
る

の
に

対
し

提
示

群
で

減
少

し
，

そ
の

変
化

に
有

意
差

が
み

ら

れ
た

標
準

的
質

問
票

結
果

か
ら

得
ら

れ
た

A
企

業
の

特
定

保
健

指
導

対
象

者
の

特
徴

を
説

明
す

る
資

料
を

提

示
し

，
提

示
し

た
内

容
の

生
活

習
慣

の
変

容
を

促
す

よ
う

に
指

導
し

た
．

○
○

2
特

定
保

健
指

導
開

始
者

増

加
へ

の
取

り
組

み
　

ス
タ

ッ
フ

間
で

初
回

面

接
導

入
時

の

説
明

内
容

を

統
一

し
て

畑
中

智
花

,

他

2
0
2
0

特
定

保
健

指
導

開
始

者
増

加
を

図
る

た
め

、
初

回
面

接

時
の

取
り

組
み

を
行

い
、

そ

の
効

果
を

明
ら

か
に

し
た

対
象

は
、

取
り

組
み

前
の

平
成

2
8

年
7
月

～
平

成
2
9
年

3
月

(以
下

H
2
8
年

度
と

略
)の

特
定

保
健

指

導
対

象
者

4
7
9
名

、
お

よ
び

取
り

組
み

後
の

平
成

2
9
年

6
月

～
平

成
2
9
年

1
2
月

(以
下

H
2
9
年

度
と

略
)の

特
定

保
健

指
導

対
象

者

4
6
0
名

。

「
ス

タ
ッ

フ
」
と

の
み

記

載

特
定

保
健

指
導

開
始

率
は

、
H

2
8
年

度
は

1
8
.0

%
(8

6
名

)で
、

H
2
9
年

度

2
5
.4

%
(1

1
7
名

)と
増

加
が

み
ら

れ
た

。

開
始

に
結

び
付

け
て

い
く
た

め
に

，
ス

タ
ッ

フ
の

説
明

内
容

と
方

法
の

統
一

と
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（
図

1
）
を

用
い

て
，

肥
満

は
血

糖
値

上
昇

や
高

血
圧

に
つ

な
が

り
，

そ
れ

を
予

防
す

る
た

め
に

は
食

生
活

の
改

善
と

運
動

習
慣

が
効

果
的

で
あ

る
こ

と
な

ど
特

定
保

健
指

導
の

流
れ

を
わ

か
り

や
す

く
伝

え
，

積
極

的
な

働
き

か
け

を

行
っ

た
．

ま
た

，
初

回
面

接
導

入
の

際
に

「
自

己
管

理

し
た

い
」
，

「
忙

し
い

」
を

理
由

に
特

定
保

健
指

導
開

始

を
断

る
対

象
者

に
対

し
て

，
多

忙
な

方
へ

は
，

体
重

測
定

と
無

理
の

な
い

範
囲

で
で

き
る

取
り

組
み

を
行

う

よ
う

に
す

る
な

ど
，

受
診

者
の

要
望

に
な

る
べ

く
沿

っ

た
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

（
図

2
）
を

用
い

て
，

追
加

説
明

を

行
う

と
し

た
．

○

3
特

定
保

健
指

導
に

よ
る

減
量

効
果

は
、

行
動

目
標

の
有

無

や
質

に
よ

っ
て

異
な

る
か

?

西
村

久
美

子
,他

2
0
1
8

今
後

の
支

援
の

あ
り

方
に

つ

い
て

検
討

材
料

を
得

る
た

め
、

特
定

保
健

指
導

に
お

け

る
行

動
目

標
の

有
無

や
質

に
よ

る
減

量
効

果
の

違
い

に

つ
い

て
調

査
し

た
。

一
般

財
団

法
人

京
都

予
防

医
学

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

平
成

2
6
年

度

に
特

定
保

健
指

導
を

実
績

評
価

ま
で

完
了

し
た

6
9
0
名

の
う

ち
、

健

診
後

初
回

支
援

以
前

に
す

ｄ
ね

い

改
善

行
動

を
開

始
し

て
い

て
、

行

動
目

標
が

改
善

継
続

の
み

の
2
7

名
と

、
減

量
の

数
値

目
標

が
1
.0

㎏
未

満
の

者
5
1
名

を
除

外
し

た
、

6
1
2
名

。

記
載

な
し

減
量

効
果

は
、

積
極

的
支

援
群

で
平

均
-
2
.1

㎏
。

性
別

で
は

、
男

性
が

、

初
回

支
援

形
態

で
は

、
グ

ル
ー

プ
支

援
が

、
初

回
支

援
時

の
行

動
変

容

ス
テ

ー
ジ

別
で

は
、

実
行

期
で

減
量

が
大

き
か

っ
た

。

「
行

動
目

標
あ

り
群

」
は

5
4
6
名

（
8
9
.2

％
）
、

「
行

動
目

標
な

し
群

」
は

6
6

名
（
1
0
.8

％
）
で

あ
っ

た
。

減
量

結
果

は
、

「
行

動
目

標
あ

り
群

」
で

、
-
1
.8

㎏
、

「
行

動
目

標
な

し
群

」
で

-
1
.3

㎏
で

有
意

差
な

し
。

行
動

目
標

の
質

の
評

価
項

目
別

減
量

結
果

に
お

い
て

、
①

「
何

」
を

「
ど

う

す
る

か
」
が

明
確

か
の

項
目

に
お

い
て

の
み

、
統

計
学

的
有

意
差

を
認

め
た

（
p=

0
.0

0
1
1
）

行
動

目
標

の
質

の
違

い
に

よ
っ

て
減

量
の

成
否

が
変

わ
る

か
を

み
る

た

め
、

①
「
何

」
を

「
ど

う
す

る
か

」
が

明
確

か
に

つ
い

て
は

、
「
は

い
」
で

減
量

成
功

者
1
2
0
人

（
2
4
.1

％
）
、

「
い

い
え

」
で

減
量

成
功

者
3
人

（
6
.3

％
）
、

減
量

不
正

後
者

4
5
人

（
9
3
.7

％
）
で

あ
り

、
統

計
学

的
有

意
差

を
認

め

た
。

（
p=

0
.0

0
4
7
）

対
象

を
「
行

動
目

標
あ

り
群

」
と

「
行

動
目

標
な

し
群

」

に
分

け
、

行
動

目
標

の
有

無
に

よ
る

減
量

効
果

の
違

い
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

「
行

動
目

標
あ

り
群

」
と

は
、

指
導

記
録

の
目

標
欄

に
食

事
ま

た
は

運
動

に
関

す

る
内

容
の

記
載

が
確

認
で

き
る

も
の

と
定

義
し

、
そ

れ

以
外

の
も

の
は

「
行

動
目

標
な

し
群

」
と

し
た

。

次
に

、
「
行

動
目

標
あ

り
群

」
に

つ
い

て
、

行
動

目
標

の
質

を
評

価
し

た
。

質
の

評
価

項
目

は
、

標
準

的
な

健
診

・
保

健
指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
保

健
指

導
テ

キ
ス

ト

2
)3

)4
)を

参
考

に
し

て
、

①
「
何

」
を

「
ど

う
す

る
か

」
が

明
確

か
、

②
セ

ル
フ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

で
き

る
か

、
③

自

己
決

定
か

、
の

3
項

と
し

た
。

○

4
特

定
保

健
指

導
に

お
け

る
熟

練
保

健
師

の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

特
徴

動
機

付
け

支

援
対

象
者

と
の

相
互

作
用

の

分
析

か
ら

金
子

あ
け

み

2
0
1
7

特
定

保
健

指
導

に
お

け
る

熟

錬
保

健
師

と
動

機
付

け
 支

援
者

の
相

互
作

用
に

焦
点

を
当

て
，

 メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

 シ
ン

ド
ロ

ー
ム

の
改

善
に

向
け

た

熟
練

保
健

師
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

特
徴

に
つ

い

て
明

ら
か

に
す

る
．

特
定

健
康

診
査

の
結

果
，

 腹
囲

が
8
5
c
m

以
上

（
男

性
）
·9

0
c
m

以

上
（
女

性
）
の

者
で

追
加

リ
ス

ク
1

個
，

 ま
た

は
，

 B
M

Iが
2
5
以

上
の

者
で

追
加

リ
ス

ク
1
～

2
個

の
者

（
首

都
圏

の
健

診
セ

ン
タ

ー
で

保

健
指

導
を

受
診

し
た

動
機

付
け

支

援
者

）
。

男
性

3
名

、
女

性
２

名
。

年
齢

は
4
0
～

6
0
歳

代
。

保
健

指
導

の
実

務
経

験
が

1
0
年

以
上

で
「
健

診
・
保

健
指

導
の

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
 ン

（
改

訂

版
）
」
に

基
づ

く
研

修
を

修
了

し
た

特
定

保
健

指

導
の

実
践

者
で

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

が

高
く
，

 同
僚

，
上

司
か

ら

の
推

薦
を

得
た

保
健

師

1
名

保
健

指
導

の
実

務
経

験
が

1
0
年

以
上

あ
る

保
健

師
で

、
か

つ
、

「
健

診
・

保
健

指
導

の
研

究
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
改

訂
版

）
」
に

基
づ

く
研

修
を

修
了

し

た
特

定
保

健
指

導
の

実
践

者
で

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

が
高

く
、

同

僚
、

上
司

か
ら

の
推

薦
を

得
た

者
を

選
定

基
準

と
す

る
。

熟
練

保
健

師
と

動
機

付
け

支
援

者
と

の
相

互
作

用
は

【
出

会
い

】
，

【
事

実
確

認
と

共
有

化
】
，

【
直

面
化

と
問

題
点

の
共

有
】
，

【
合

意
に

よ
る

目
標

設
定

】
，

【
改

善

策
の

選
択

と
方

向
付

け
】
，

【
再

確
認

と
行

動
化

】
の

6

つ
の

段
階

と
し

て
抽

出
さ

れ
た

（
表

2
）
．

各
段

階
は

時

間
経

過
に

伴
い

，
順

次
積

み
重

な
っ

て
い

っ
た

．
　

６

つ
の

段
階

ご
と

に
カ

テ
ゴ

リ
が

示
さ

れ
て

い
る

。

○
○

○

＊
①

保
健

指
導

の
準

備
	②

対
象

者
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

　
③

ア
セ

ス
メ

ン
ト

　
④

気
づ

き
の

促
し

　
⑤

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
健

康
行

動
の

理
解

促
進

及
び

教
材

の
選

定
　

⑥
目

標
設

定
　

⑦
保

健
指

導
期

間
中

の
継

続
フ

ォ
ロ

ー
　

⑧
評

価
（
3
～

6
か

月
後

）
表

1
　

対
象

文
献

の
概

要
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N
o
.

論
文

タ
イ

ト
ル

著
者

発
行

年
目

的
保

健
指

導
の

対
象

者
特

性

保
健

指
導

実
施

者

の
特

性

保
健

指
導

の
成

果
の

内
容

（
得

ら
れ

た
保

健
指

導
の

内
容

の

根
拠

と
な

る
内

容
）

保
健

指
導

の
内

容
（
概

要
）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

5
積

極
的

支
援

に
お

け
る

ア
ド

バ
イ

ス
シ

ー
ト

の
活

用
の

有

無
と

1
年

後
の

人
間

ド
ッ

ク
結

果
と

の
関

連

体
重

、
健

康
の

意
識

調
査

お

よ
び

階
層

化
レ

ベ
ル

に
焦

点
を

あ
て

て

藤
巻

佐
和

子
, 他

2
0
1
7

積
極

的
支

援
に

お
け

る
ア

ド

バ
イ

ス
シ

ー
ト

の
活

用
の

有

無
と

翌
年

度
の

人
間

ド
ッ

ク

結
果

の
関

連
を

体
重

、
健

康

の
意

識
調

査
お

よ
び

階
層

化
レ

ベ
ル

に
焦

点
を

当
て

、

ア
ド

バ
イ

ス
シ

ー
ト

の
効

果

が
持

続
的

な
も

の
か

を
確

認

し
、

よ
り

効
果

的
な

特
定

保

健
指

導
の

あ
り

方
に

つ
い

て

検
討

し
た

。

平
成

2
5
年

度
、

特
定

保
健

指
導

積
極

的
支

援
の

対
象

と
な

っ
た

男

性
7
1
名

の
う

ち
、

平
成

2
6
年

4
月

～
1
2
月

末
ま

で
に

継
続

し
て

、
研

究
者

の
所

属
施

設
の

人
間

ド
ッ

ク

を
受

診
し

た
者

5
2
名

。

保
健

師
ア

ド
バ

イ
ス

シ
ー

ト
活

用
群

は
、

特
定

保
健

指
導

開
始

時
と

終
了

後
の

体

重
差

が
、

平
均

2
.9

±
2
.0

㎏
の

減
量

、
翌

年
度

は
平

均
3
.3

±
2
.1

ｋ
ｇ
の

減
量

が
み

ら
れ

た
。

非
活

用
群

は
、

特
定

保
健

指
導

開
始

時
と

終
了

後

の
体

重
差

は
平

均
0
.2

±
1
.0

㎏
、

翌
年

度
は

平
均

1
.3

±
1
.9

ｋ
ｇ
の

体
重

増
加

が
み

ら
れ

た
。

活
用

群
、

非
活

用
群

に
お

い
て

、
特

定
保

健
指

導
終

了
後

（
6
か

月
後

）
の

体
重

変
化

量
と

翌
年

度
の

人
間

ド
ッ

ク
時

の
体

重

変
化

量
に

有
意

な
差

が
見

ら
れ

た
。

一
般

的
に

、
改

善
群

と
さ

れ
て

い
る

3
㎏

以
上

の
体

重
減

少
者

は
、

活
用

群
で

2
2
名

、
非

活
用

群
で

0
名

。

意
識

調
査

は
、

活
用

群
9
0
.5

％
、

非
活

用
群

1
0
.0

％
が

6
か

月
以

上
取

り

組
み

を
続

け
て

い
る

と
回

答
し

、
有

意
な

差
が

み
ら

れ
た

。

階
層

化
レ

ベ
ル

の
判

定
変

化
は

、
活

用
群

で
は

8
3
.3

％
が

情
報

提
供

レ

ベ
ル

に
、

7
.3

％
が

動
機

づ
け

支
援

レ
ベ

ル
に

移
行

。
9
.5

％
が

、
積

極
的

支
援

レ
ベ

ル
の

継
続

。
非

活
用

群
は

、
2
0
.0

％
が

動
機

づ
け

支
援

レ
ベ

ル
に

移
行

、
8
0
.0

％
が

積
極

的
支

援
レ

ベ
ル

の
継

続
と

な
り

、
有

意
な

差

が
み

ら
れ

た
。

ア
ド

バ
イ

ス
シ

ー
ト

活
用

群
4
2
名

の
、

人
間

ド
ッ

ク
時

に
ア

ド
バ

イ
ス

シ
ー

ト
の

保
管

あ
り

3
7
名

（
8
8
.1

％
）
は

平
均

-
3
.7

±
2
.0

㎏
の

体
重

変
化

、
、

保
管

な
し

5
名

（
1
1
.9

％
）
は

-
0
.1

±
1
.3

㎏
の

体
重

変
化

が
あ

り
、

有
意

な

差
が

み
ら

れ
た

。
特

定
保

健
指

導
終

了
後

か
ら

翌
年

の
人

間
ド

ッ
ク

ま
で

の
、

ア
ド

バ
イ

ス
シ

ー
ト

に
よ

る
振

り
返

り
の

有
無

に
お

い
て

、
振

り
返

り
あ

り
3
3
名

は
-
4
.0

±
1
.9

lg、
な

し
9
名

は
-
0
.8

±
1
.1

㎏
の

体
重

変
化

が
あ

り
、

有
意

な
差

が
み

ら
れ

た
。

食
事

，
運

動
，

セ
ル

フ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

面
か

ら
ア

ド

バ
イ

ス
を

強
化

さ
せ

る
た

め
，

独
自

の
支

援
ツ

ー
ル

（
以

下
，

ア
ド

バ
イ

ス
シ

ー
ト

）
を

作
成

し
ア

プ
ロ

ー
チ

を
実

施
し

た
（
図

1
）
．

当
施

設
で

作
成

し
た

ア
ド

バ
イ

ス
シ

ー
ト

は
M

ic
ro

so
ft O

ffic
e
 E

xc
e
l 2

0
1
0
を

使

い
，

①
誰

に
で

も
使

い
こ

な
せ

る
操

作
性

，
②

業
務

の

時
間

短
縮

，
③

同
じ

ツ
ー

ル
を

使
う

こ
と

に
よ

り
，

保

健
師

間
の

指
導

力
の

差
が

少
な

く
な

る
，

④
費

用
が

か
か

ら
な

い
，

⑤
対

象
者

に
合

わ
せ

た
個

別
的

な
ア

ド
バ

イ
ス

な
ど

を
重

視
し

た
．

○
○

6
早

食
い

に
関

す
る

保
健

指

導
は

特
定

保

健
指

導
参

加

者
の

肥
満

を

改
善

す
る

林
 浩

範

2
0
1
6

本
研

究
で

は
，

通
常

の
特

定

保
健

指
導

に
咀

囎
法

を
含

む
早

食
い

に
対

す
る

保
健

指
導

を
加

え
る

と
肥

満
改

善

に
つ

な
が

り
や

す
い

と
い

う

仮
説

を
設

定
し

た
．

自
治

体

で
行

わ
れ

る
特

定
保

健
指

導
時

に
，

歯
科

専
門

職
に

よ

る
咀

囎
法

を
含

め
た

早
食

い

に
関

す
る

保
健

指
導

を
実

施

し
た

場
合

の
肥

満
改

善
効

果

を
，

特
定

健
診

の
デ

ー
タ

を

用
い

て
検

証
す

る
こ

と
を

目

的
と

し
た

．

香
川

県
A

地
区

お
よ

び
B

地
区

の

住
民

で
，

平
成

2
1
，

2
2
年

度
に

自

治
体

が
実

施
し

た
特

定
健

診
を

受

診
し

，
「
動

機
付

け
支

援
」
あ

る
い

は
「
積

極
的

支
援

」
が

必
要

と
判

定
さ

れ
た

者
で

，
翌

年
度

（
そ

れ

ぞ
れ

平
成

2
2
，

2
3
年

度
）
の

特
定

健
診

も
引

き
続

き
受

診
し

た
者

の

デ
ー

タ
で

あ
る

。
分

析
に

は
，

特

定
健

診
デ

ー
タ

の
項

目
に

欠
損

が
な

い
者

の
デ

ー
タ

を
用

い
た

．
A

地
区

で
は

，
非

指
導

群
の

マ
ッ

チ

ン
グ

を
し

た
後

，
デ

ー
タ

欠
損

の

あ
っ

た
指

導
群

1
8
名

，
非

指
導

群

2
0
名

を
除

外
し

，
指

導
群

1
1
3

名
，

非
指

導
群

1
1
1
名

を
分

析
対

象
と

し
た

．
B

地
区

で
は

，
デ

ー
タ

の
欠

損
が

な
く
，

指
導

群
お

よ
び

非
指

導
群

と
も

1
4
9
名

を
分

析
対

象
と

し
た

．

A
地

区
の

特
定

保
健

指

導
の

実
施

者
の

記
載

な

し
。

B
地

区
は

、
保

健
師

ま

た
は

管
理

栄
養

士
。

体
重

変
化

量
に

つ
い

て
，

早
食

い
指

導
群

は
－

2
.5

±
2
.9

kgで
，

標
準

指

導
群

の
－

0
.9

±
2
.8

kgに
比

べ
て

体
重

減
少

量
は

大
き

か
っ

た
（
p＜

0
.0

0
1
）
．

さ
ら

に
早

食
い

指
導

群
は

，
A

地
区

非
指

導
群

お
よ

び
B

地
区

非
指

導
群

と
比

較
し

て
も

有
意

に
体

重
減

少
量

が
大

き
か

っ
た

．
ま

た
，

B

地
区

に
お

い
て

，
指

導
群

が
非

指
導

群
よ

り
有

意
に

減
少

量
が

大
き

か
っ

た
．

B
M

I変
化

量
は

，
体

重
変

化
量

と
同

様
の

傾
向

を
示

し
た

．

腹
囲

変
化

量
に

つ
い

て
，

早
食

い
指

導
群

の
変

化
量

は
－

2
.7

±
5
.3

c
m

で
，

標
準

指
導

群
の

ー
0
.7

±
3
.5

c
m

と
B

地
区

非
指

導
群

の
0
.2

±

3
.1

c
m

と
比

較
し

て
腹

囲
減

少
量

が
大

き
か

っ
た

．
特

定
保

健
指

導
の

内

容
（
参

加
地

区
）
に

よ
っ

て
体

重
・
B

M
I・

腹
囲

変
化

量
が

異
な

る
か

を
個

人
の

行
動

要
因

の
影

響
を

取
り

除
い

て
評

価
す

る
た

め
に

，
特

定
保

健

指
導

参
加

者
の

デ
ー

タ
で

，
1
年

後
の

生
活

習
慣

を
共

変
量

と
し

て
解

析

し
た

．
単

変
量

解
析

で
体

重
変

化
量

・
B

M
I変

化
量

と
有

意
な

関
連

性
が

認
め

ら
れ

た
の

は
，

支
援

区
分

，
身

体
活

動
状

況
，

夕
食

後
の

間
食

の

有
無

，
飲

酒
習

慣
で

あ
っ

た
．

こ
れ

ら
の

要
因

を
共

変
量

と
し

て
モ

デ
ル

に
投

入
し

，
特

定
保

健
指

導
参

加
地

区
と

体
重

・
B

M
I変

化
量

の
関

係
を

解
析

し
た

結
果

，
参

加
地

区
は

変
化

量
と

有
意

に
関

連
し

て
い

た
．

腹
囲

変
化

量
に

つ
い

て
も

，
体

重
・
B

M
Iと

同
様

の
結

果
で

あ
っ

た
．

特
定

保
健

指
導

の
際

，
通

常
の

保
健

指
導

に
追

加
し

て
，

早
食

い
に

対
す

る
指

導
を

行
っ

た
（
早

食
い

指
導

群
）
．

早
食

い
に

関
す

る
指

導
内

容
と

し
て

，
ま

ず
，

歯
科

医
師

が
咀

噌
の

重
要

性
お

よ
び

3
0
回

噛
む

こ

と
の

重
要

性
を

講
義

し
，

次
に

，
よ

く
噛

む
こ

と
を

意
識

し
て

も
ら

う
た

め
に

，
行

動
療

法
の

セ
ル

フ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
法

を
用

い
て

，
食

事
に

か
か

っ
た

時
間

お
よ

び
咀

噌
回

数
，

体
重

に
つ

い
て

，
特

定
保

健
指

導
初

回
か

ら
3
か

月
間

，
毎

食
記

録
し

て
も

ら
っ

た
．

〇

表
1
　

対
象

文
献

の
概

要
（
続

き
）

＊
①

保
健

指
導

の
準

備
	②

対
象

者
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

　
③

ア
セ

ス
メ

ン
ト

　
④

気
づ

き
の

促
し

　
⑤

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
健

康
行

動
の

理
解

促
進

及
び

教
材

の
選

定
　

⑥
目

標
設

定
　

⑦
保

健
指

導
期

間
中

の
継

続
フ

ォ
ロ

ー
　

⑧
評

価
（
3
～

6
か

月
後

）
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N
o
.

論
文

タ
イ

ト
ル

著
者

発
行

年
目

的
保

健
指

導
の

対
象

者
特

性

保
健

指
導

実
施

者

の
特

性

保
健

指
導

の
成

果
の

内
容

（
得

ら
れ

た
保

健
指

導
の

内
容

の

根
拠

と
な

る
内

容
）

保
健

指
導

の
内

容
（
概

要
）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

7
特

定
保

健
指

導
の

介
入

方

法
の

評
価

と
改

善
策

の
検

討

中
川

芳
江

,

他

2
0
1
6

保
健

指
導

を
よ

り
効

果
的

に

効
率

良
く
行

う
た

め
の

改
善

策
を

検
討

す
る

た
め

に
，

保

健
指

導
の

支
援

方
法

に
よ

る
1
 年

後
の

改
善

状
況

を
評

価
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

2
0
1
1
年

1
0
月

か
ら

2
0
1
4
年

4
月

ま
で

の
特

定
保

健
指

導
参

加
希

望
者

1
8
7
名

の
う

ち
特

定
保

健
指

導
を

受
け

て
か

ら
1
年

後
に

健
康

診
断

を
受

け
た

1
2
0
名

（
男

性
9
4

名
，

女
性

2
6
名

）

保
健

師
初

年
度

と
1
 年

後
の

健
診

デ
ー

タ
は

，
積

極
的

支
援

の
支

援
①

で
は

，
体

重
は

7
7
.2

kg

か
ら

，
7
5
.5

kg へ
と

1
.7

kg 減
量

し
，

B
M

I は
2
7
.5

 か
ら

2
6
.8

，
中

性
脂

肪
は

1
4
6
.2

m
g/

dl か
ら

，
1
1
9
.8

m
g/

dl，
γ

 -
G

P
T
 は

4
8
.7

IU
 か

ら
4
0
.6

IU
 に

変
化

し
た

（
P

＜
 0

.0
1
）
。

ま
た

H
D

L
-
C

 は
4
6
.3

m
g/

dl か
ら

7
9
.9

m
g/

dlへ
と

増
加

し
，

血
糖

値
は

，

1
0
4
.6

m
g/

dl か
ら

9
9
.1

m
g/

dl に
減

少
（
P

 ＜
 0

.0
0
1
）
，

計
6
 項

目
が

有
意

に
改

善
し

た
。

支
援

②
で

は
，

腹
囲

は
9
3
.9

c
m

 か
ら

9
0
.6

c
m

 へ
と

減
少

（
P

 ＜
 0

.0
5
）
，

空
腹

時

血
糖

は
1
0
7
.5

 ±
 1

0
.6

m
g/

dl か
ら

9
9
.4

±
1
2
.7

m
g/

dl へ
減

少
（
P

 ＜
0
.0

1
）
，

計
2

項
目

が
有

意
に

改
善

し
た

。
支

援
③

で
は

，
有

意
な

変
化

は
な

か
っ

た
。

動
機

付
け

支
援

の
支

援
④

で
は

，
体

重
は

7
3
.7

kgか
ら

7
2
.1

kg へ
と

1
.6

kg 減
量

，
B

M
I は

2
6
.7

 か
ら

2
6
.3

 へ
と

減
少

（
P

 ＜
 0

.0
1
）
，

腹
囲

は
9
0
.3

c
m

 か
ら

8
8
.9

c
m

 へ
と

減
少

（
P

 ＜

0
.0

5
）
，

血
糖

値
は

1
0
2
.0

m
g/

dl か
ら

9
7
.1

m
g/

dl へ
減

少
し

（
P

 ＜
 0

.0
0
1
）
，

計
4
 項

目
が

有
意

に
改

善
し

た
。

運
動

，
食

事
，

飲
酒

の
各

項
目

に
つ

い
て

初
年

度
と

1
 年

後
で

比
較

し
た

と
こ

ろ
，

動
機

付
け

支
援

の
支

援
④

で
は

，
項

目
「
同

年
齢

の
同

性
と

比
較

し
て

，
歩

く
速

度
が

速
い

」

が
改

善
し

た
人

が
2
6
 名

か
ら

3
3
 名

と
増

加
し

（
P

 ＜
 0

.0
1
）
有

意
差

が
あ

っ
た

。
ま

た
，

統
計

的
な

有
意

差
は

な
か

っ
た

が
，

支
援

①
で

は
「
就

寝
前

の
2
 時

間
以

内
に

夕
食

を
と

る
こ

と
が

週
に

3
 回

以
上

あ
る

」
の

項
目

で
「
あ

り
」
は

2
1
 名

（
4
5
.7

％
）
か

ら
1
7
 名

（
3
7
.0

％
）
，

「
夕

食
後

に
間

食
を

取
る

こ
と

が
週

に
3
 回

以
上

あ
る

」
の

項
目

で
「
あ

り
」
は

6
 名

（
1
3
.0

％
）
か

ら
3
 名

（
6
.5

％
）
へ

減
少

し
て

お
り

生
活

習
慣

が
改

善
し

た
。

さ
ら

に

「
夕

食
後

に
間

食
を

取
る

こ
と

が
週

に
3
 回

以
上

あ
る

」
の

項
目

は
支

援
①

②
③

④
の

全

て
の

支
援

タ
イ

プ
で

改
善

が
み

ら
れ

た
。

ま
た

，
保

健
指

導
の

支
援

タ
イ

プ
ご

と
の

初
年

度
と

1
 年

後
で

そ
れ

ぞ
れ

の
生

活
習

慣
の

改
善

度
合

い
は

，
検

定
の

結
果

有
意

な
変

化

は
な

か
っ

た
。

支
援

①
②

③
④

を
通

し
て

食
習

慣
を

改
善

し
た

人
の

割
合

は
高

か
っ

た
。

支
援

③
で

は
運

動
習

慣
，

飲
酒

習
慣

に
お

い
て

改
善

も
悪

化
も

み
ら

れ
な

か
っ

た
。

支
援

タ
イ

プ
：
特

定
保

健
指

導
に

基
づ

く
支

援
は

，
積

極
的

支
援

と
，

動
機

付
け

支
援

に
分

か
れ

る
。

A
 病

院
で

は
初

回
面

談
に

加
え

，
支

援
①

は
面

談
中

心
，

支
援

②
は

手
紙

中
心

，
支

援
③

は
電

話
中

心
に

，
積

極
的

支
援

は
支

援
タ

イ
プ

①
～

③
，

動
機

付
け

支
援

は
支

援
タ

イ
プ

④
と

し
た

。
以

下
支

援
①

②
③

④
と

す

る
（
表

1
）
。

対
象

者
に

は
支

援
タ

イ
プ

①
②

③
④

を
説

明
し

，
自

分
に

適
し

た
支

援
方

法
を

選
択

し
て

も
ら

っ

た
。

○

8
特

定
保

健
指

導
の

行
動

計

画
設

定
支

援

に
お

け
る

保
健

師
の

思
考

プ

ロ
セ

ス

桐
生

育
恵

,

他

2
0
1
5

本
研

究
の

目
的

は
，

特
定

保

健
指

導
の

初
回

面
接

に
お

い
て

，
対

象
者

の
行

動
計

画

策
定

の
支

援
に

用
い

ら
れ

る

保
健

師
の

思
考

プ
ロ

セ
ス

を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

で
あ

る

記
載

な
し

①
A

県
市

町
村

，
健

診
・

保
健

指
導

機
関

，
事

業

場
の

い
ず

れ
か

に
所

属
，

②
調

査
期

間
中

に

特
定

保
健

指
導

を
実

施
、

③
生

活
習

慣
病

予

防
の

保
健

指
導

経
験

年
数

が
3
年

以
上

，
④

「
生

活
習

慣
病

予
防

の

行
動

変
容

を
促

し
た

保

健
指

導
実

績
が

あ
る

保

健
師

」
と

し
て

所
属

の
保

健
師

主
務

者
が

推
薦

し

た
者

．
の

す
べ

て
を

満

た
す

保
健

師

調
査

１
の

対
象

者
の

選
定

条
件

と
し

て
、

①
A

県
市

町
村

、
健

診
・
保

健

指
導

機
関

、
事

業
場

の
い

ず
れ

か
に

所
属

、
②

調
査

期
間

中
に

、
特

定

保
健

指
導

を
実

施
、

③
生

活
習

慣
病

予
防

の
保

健
指

導
経

験
が

3
年

以

上
、

④
”
生

活
習

慣
病

予
防

の
行

動
変

容
を

促
し

た
保

健
指

導
実

績
が

あ
る

保
健

師
”
と

し
て

所
属

の
保

健
師

主
務

者
が

推
薦

し
た

者

調
査

２
に

お
い

て
、

調
査

１
で

得
ら

れ
た

結
果

に
対

し
、

調
査

１
の

対
象

者

と
、

A
県

国
民

健
康

保
険

団
体

連
合

会
が

主
催

す
る

特
定

保
健

指
導

勉

強
会

を
運

営
す

る
者

か
ら

、
卓

越
し

た
保

健
指

導
技

術
を

有
す

る
保

健

師
と

し
て

推
薦

さ
れ

た
者

に
、

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
行

い
、

妥
当

性

を
確

保
し

た
。

【
対

象
者

の
全

体
像

の
イ

メ
ー

ジ
】
【
健

康
問

題
の

共

有
】
【
生

活
習

慣
改

善
意

欲
の

引
き

出
し

】
【
生

活
習

慣
改

善
目

標
の

設
定

支
援

】
か

ら
な

る
セ

ル
フ

・
エ

ン

パ
ワ

メ
ン

ト
プ

ロ
セ

ス
と

，
【
心

理
の

洞
察

】
【
面

接
の

進
め

方
の

検
討

】
か

ら
な

る
コ

ア
プ

ロ
セ

ス
の

2
 つ

か

ら
構

成
さ

れ
た

．

○
○

○
○

○
○

9
ア

ド
バ

イ
ス

シ
ー

ト
活

用
の

有
効

性
に

つ
い

て
の

一
考

察

特
定

保
健

指

導
の

積
極

的

支
援

を
通

し
て

藤
巻

佐
和

子
, 他

2
0
1
5

特
定

保
健

指
導

積
極

的
支

援
の

対
象

者
に

お
い

て
．

 ア

ド
バ

イ
ス

シ
ー

ト
活

用
の

有

無
と

体
重

変
化

と
の

関
係

及

び
対

象
者

の
ア

ド
バ

イ
ス

シ
ー

ト
の

具
体

的
活

用
状

況

に
つ

い
て

明
ら

か
に

す
る

．

平
成

2
4
年

4
月

～
平

成
2
5
年

8
月

の
間

に
、

積
極

的
支

援
を

終
了

し

た
男

性
7
1
例

(5
3
.7

歳
)中

、
ア

ド

バ
イ

ス
シ

ー
ト

活
用

者
の

中
の

体

重
の

改
善

群
4
3
例

よ
り

ラ
ン

ダ
ム

に
抽

出
し

た
1
5
例

記
載

な
し

特
定

保
健

指
導

開
始

時
と

終
了

後
の

体
重

差
が

、
平

均
2
.9

±
2
.0

㎏
の

減
量

標
準

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

基
づ

き
実

施
し

、
通

常
の

保
健

指
導

の
他

に
ア

ド
バ

イ
ス

シ
ー

ト
を

作
成

し
活

用
し

た
。

初
回

面
接

時
に

、
ア

ド
バ

イ
ス

シ
ー

ト
の

３
種

類

の
体

重
記

録
表

か
ら

対
象

者
に

選
択

し
て

も
ら

い
、

セ
ル

フ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

必
要

性
と

そ
の

記
入

方
法

・

提
出

方
法

（
１

か
月

ご
と

に
郵

送
）
を

説
明

し
た

。
支

援
期

間
中

（
6
カ

月
間

）
は

、
体

重
記

録
表

の
提

出
者

に
対

し
、

ア
ド

バ
イ

ス
シ

ー
ト

を
返

し
た

。
ア

ド
バ

イ
ス

シ
ー

ト
を

も
と

に
し

た
や

り
取

り
の

中
で

、
対

象
者

が

体
重

記
録

表
を

記
入

し
セ

ル
フ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

う

よ
う

に
か

か
わ

っ
た

。

○

＊
①

保
健

指
導

の
準

備
	②

対
象

者
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

　
③

ア
セ

ス
メ

ン
ト

　
④

気
づ

き
の

促
し

　
⑤

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
健

康
行

動
の

理
解

促
進

及
び

教
材

の
選

定
　

⑥
目

標
設

定
　

⑦
保

健
指

導
期

間
中

の
継

続
フ

ォ
ロ

ー
　

⑧
評

価
（
3
～

6
か

月
後

）
表

1
　

対
象

文
献

の
概

要
（
続

き
）
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N
o
.

論
文

タ
イ

ト
ル

著
者

発
行

年
目

的
保

健
指

導
の

対
象

者
特

性

保
健

指
導

実
施

者

の
特

性

保
健

指
導

の
成

果
の

内
容

（
得

ら
れ

た
保

健
指

導
の

内
容

の

根
拠

と
な

る
内

容
）

保
健

指
導

の
内

容
（
概

要
）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

1
0

特
定

保
健

指

導
の

積
極

的

支
援

に
お

け
る

支
援

者
用

ツ
ー

ル
「
脱

メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン

ド
ロ

ー
ム

用

食
・
生

活
支

援

ガ
イ

ド
」
の

導

入
と

そ
の

評
価

林
 芙

美
, 他

2
0
1
5

本
研

究
は

，
行

動
変

容
指

導

ス
キ

ル
の

向
上

を
図

る
支

援

者
用

ツ
ー

ル
「
脱

メ
タ

ボ
リ

ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
用

食
・
生

活
支

援
ガ

イ
ド

」
の

特
定

保

健
指

導
の

積
極

的
支

援
へ

の
導

入
可

能
性

に
つ

い
て

，

体
重

及
び

腹
囲

等
の

評
価

指
標

の
推

移
を

導
入

前
後

で
比

較
す

る
こ

と
に

よ
っ

て

検
証

す
る

こ
と

を
目

的
と

し

た
．

2
0
1
1
年

9
月

か
ら

2
0
1
3
年

3
月

ま

で
に

埼
玉

県
内

に
あ

る
 H

 健
診

機
関

に
お

い
て

初
回

面
接

を
受

け
，

翌
年

健
診

ま
で

終
了

し
た

1
2
7
名

（
男

性
7
6
名

，
女

性
5
1

名
）
の

中
か

ら
，

次
の

条
件

に
該

当
す

る
3
8
名

（
男

性
2
5
名

，
女

性

1
3
名

）
を

介
入

群
と

し
て

特
定

し

た
．

そ
の

条
件

と
は

，
 1

）
6
か

月

後
評

価
が

終
了

し
て

い
る

，
 2

）
健

診
か

ら
初

回
面

接
ま

で
が

1
5
0
日

未
満

，
 3

）
初

回
面

接
か

ら
評

価

ま
で

が
1
8
0
日

以
上

2
0
0
日

未

満
，

 4
）
健

診
か

ら
翌

年
健

診
ま

で
が

2
0
0
日

以
上

4
0
0
日

未
満

，

5
）
積

極
的

支
援

の
対

象
者

で
，

継
続

支
援

時
（
1
か

月
半

，
4
か

月
）
の

体
重

デ
ー

タ
が

あ
る

者
，

以
上

の
5
条

件
で

あ
る

．

管
理

栄
養

士
、

保
健

師

（
保

健
指

導
経

験
年

数

は
、

5
年

以
上

が
4
名

、
1

年
1
名

、
な

し
2
名

）

生
活

習
慣

改
善

の
取

組
み

に
対

す
る

自
信

に
つ

い
て

、
１

か
月

半
後

で
は

，
介

入
群

に
お

い
て

「
こ

の
ま

ま
続

け
て

い
き

た
い

」
が

9
1
.4

％
と

，
対

照
群

の
7
1
.4

％
に

比
べ

て
や

や
多

か
っ

た
．

 6
か

月
後

評
価

で
「
こ

の
ま

ま
続

け
て

い
き

た
い

」
と

回
答

し
た

割
合

は
，

両
群

と
も

に
お

よ
そ

 7
割

で
み

ら
れ

，
次

い
で

「
続

け
ら

れ
る

か
わ

か
ら

な
い

が
，

も
う

少
し

や
っ

て
み

た
い

」
が

お
よ

そ
 2

割
で

あ
っ

た
。

両
群

と
も

に
，

体
重

お
よ

び
腹

囲
で

有
意

な
変

化
が

示
さ

れ
た

．
多

重
比

較
の

結
果

，
初

回
面

接
か

ら
1
か

月
半

後
に

介
入

群
で

は
体

重
が

7
0
.1

（
S
D

 7
.2

）
kg か

ら
6
9
.1

（
S
D

7
.6

）
kg，

腹
囲

が
9
2
.9

（
S
D

 4
.7

）
c
m

か
ら

9
1
.2

（
S
D

 4
.8

）
c
m

 と
両

方
が

有
意

に
減

少

し
た

．
一

方
，

対
照

群
で

の
有

意
な

変
化

が
み

ら
れ

た
の

は
腹

囲
の

み
で

，
9
1
.5

（
S
D

4
.1

）
c
m

 か
ら

9
0
.1

（
S
D

 4
.0

）
c
m

 と
変

化
し

て
い

た
．

両
群

と
も

に
，

初
回

面
接

と
6

か
月

後
評

価
の

間
に

は
，

体
重

お
よ

び
腹

囲
の

い
ず

れ
に

お
い

て
も

有
意

な
差

が
み

ら

れ
た

．
ま

た
，

介
入

群
で

は
，

 6
か

月
後

評
価

と
翌

年
健

診
で

は
有

意
差

が
み

ら
れ

，
体

重
は

6
8
.2

（
S
D

 7
.6

）
kg か

ら
6
7
.4

（
S
D

 7
.6

）
kg，

腹
囲

は
8
9
.8

（
S
D

 5
.8

）
c
m

 か
ら

8
8
.2

（
S
D

 4
.7

）
c
m

 と
，

い
ず

れ
も

翌
年

健
診

で
低

値
を

示
し

た
．

そ
れ

に
対

し
て

，
対

照

群
の

 6
か

月
後

評
価

の
腹

囲
は

8
8
.2

（
S
D

 5
.0

）
c
m

 で
あ

っ
た

が
，

翌
年

健
診

で
は

8
9
.7

（
S
D

 4
.6

）
c
m

 と
有

意
に

高
値

で
あ

っ
た

．
な

お
，

体
重

お
よ

び
腹

囲
と

も
に

，
支

援

時
期

の
主

効
果

は
認

め
ら

れ
た

（
い

ず
れ

も
 p＜

0
.0

0
1
）
も

の
の

，
食

・
生

活
支

援
ガ

イ
ド

の
主

効
果

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
．

一
方

，
支

援
時

期
と

食
・
生

活
支

援
ガ

イ
ド

二
要

因

の
交

互
作

用
は

体
重

（
 p＝

0
.0

3
5
）
 及

び
腹

囲
（
p＜

0
.0

0
1
）
に

認
め

ら
れ

た
 .対

照
群

で
は

，
い

ず
れ

の
検

査
デ

ー
タ

の
項

目
に

も
有

意
差

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。
介

入
群

で
は

，

中
性

脂
肪

の
中

央
値

は
1
6
7
か

ら
1
3
5
 m

g/
dL

，
H

bA
₁c

 は
5
.3

か
ら

5
.1

 m
g/

dL
 と

，
い

ず
れ

も
有

意
に

翌
年

健
診

に
お

い
て

減
少

し
て

い
た

．

減
量

へ
の

影
響

で
は

、
初

回
面

接
か

ら
6
か

月
後

評
価

ま
で

の
体

重
お

よ
び

腹
囲

の
変

化
量

は
い

ず
れ

の
群

に
お

い
て

も
お

よ
そ

－
2
kg，

－
3
c
m

 程
度

あ
り

，
属

性
を

調
整

し

た
共

分
散

分
析

の
結

果
，

両
群

間
に

有
意

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

．
一

方
で

，
支

援
が

終
了

し
た

 6
か

月
後

評
価

か
ら

翌
年

健
診

の
変

化
量

で
は

，
体

重
が

介
入

群
－

0
.8

（
S
D

3
.0

）
kg，

対
照

群
0
.5

（
 S

D
1
.3

）
 kg，

腹
囲

が
介

入
群

－
1
.9

（
 S

D
3
.0

）
c
m

，
対

照
群

1
.5

（
S
D

2
.1

）
c
m

で
あ

り
，

両
群

間
で

有
意

な
差

が
認

め
ら

れ
た

（
p＜

0
.0

0
1
）
．

既
存

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
併

用
可

能
な

，
対

象
者

主
体

の
行

動
変

容
を

促
す

た
め

の
支

援
者

用
ツ

ー
ル

を

作
成

し
た

．
具

体
的

に
は

，
初

回
面

接
で

は
生

活
習

慣
改

善
の

取
組

み
に

対
す

る
準

備
性

に
応

じ
た

支
援

を
行

う
．

継
続

支
援

で
は

取
り

組
み

状
況

と
そ

の
結

果
（
気

持
ち

や
体

調
等

）
の

確
認

・
強

化
を

行
う

．
困

難
場

面
へ

の
問

題
解

決
方

法
を

提
示

す
る

．
効

果
が

期
待

で
き

る
程

度
の

実
現

可
能

な
目

標
行

動
を

設
定

す
る

．
こ

れ
ら

4
つ

の
行

動
療

法
の

要
点

を
踏

ま
え

た

上
で

，
食

生
活

支
援

，
身

体
活

動
，

適
正

飲
酒

，
禁

煙
，

ス
ト

レ
ス

対
処

な
ど

，
生

活
習

慣
全

般
へ

の
支

援

を
行

う

○
○

1
1

遠
隔

特
定

保

健
指

導
ト

ラ
イ

ア
ル

を
実

施
し

て
　

そ
の

有
用

性
と

対
象

者
の

利
便

性
や

効

果
に

対
す

る

満
足

度
の

検

討

友
田

貴
子

,

他

2
0
1
4

研
究

の
目

的
は

、
遠

隔
特

定

保
健

指
導

が
、

従
来

の
特

定

保
健

指
導

ど
同

等
の

効
果

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
か

ど
う

か
を

明
ら

か
に

し
、

さ
ら

に
遠

隔
特

定
保

健
指

導
の

効
果

や
利

便
性

に
つ

い
て

の
満

足

度
や

問
題

点
を

明
ら

か
に

す

る
こ

と
で

あ
る

。

K
健

康
保

険
組

合
の

積
極

的
支

援
該

当
者

の
う

ち
、

従
来

の
特

定

保
健

指
導

を
希

望
し

た
者

1
0
名

と

遠
隔

特
定

保
健

指
導

を
希

望
し

た

1
0
名

の
合

計
2
0
名

。

保
健

師
体

重
は

、
従

来
群

で
は

7
7
.4

㎏
か

ら
7
1
.9

㎏
へ

5
.5

㎏
減

少
。

遠
隔

群
で

は
、

8
0
.3

㎏
か

ら
7
3
.6

㎏
へ

6
.7

㎏
減

少
。

腹
囲

は
、

従
来

群
で

は
9
2
.2

㎝

か
ら

8
5
.6

ｃ
ｍ

6
.6

㎝
減

少
、

遠
隔

群
で

は
9
4
.7

㎝
か

ら
8
7
.8

㎝
へ

6
.9

㎝

減
少

。
採

血
デ

ー
タ

：
空

腹
時

血
糖

は
、

従
来

群
で

は
9
7
㎎

/
dlか

ら
9
1

㎎
/
dl。

遠
隔

群
で

は
、

1
1
0
㎎

/
dlか

ら
9
3
㎎

/
dlへ

と
低

下
し

、
遠

隔
群

の

み
優

位
な

改
善

。
H

bA
1
c
で

は
、

従
来

群
で

は
5
.3

％
か

ら
5
.1

％
。

遠
隔

群
で

は
、

5
.6

％
か

ら
5
.3

％
に

低
下

し
、

両
群

と
も

有
意

な
改

善
。

肝
機

能

で
は

、
G

O
T
、

G
P

T
、

γ
-
G

T
P

と
も

、
遠

隔
群

の
み

有
意

な
改

善
。

血
圧

、

L
D

L
,H

D
L
で

は
両

群
と

も
に

有
意

差
は

な
し

。
体

重
減

少
量

で
、

特
定

保

健
指

導
で

一
般

的
に

効
果

が
あ

っ
た

と
判

断
さ

れ
る

3
㎏

以
上

の
体

重
減

少
を

認
め

た
対

象
者

数
は

、
従

来
群

で
は

1
0
人

中
5
人

、
遠

隔
群

で
は

9

名
中

7
名

で
あ

り
、

遠
隔

群
で

よ
り

多
か

っ
た

。

遠
隔

特
定

保
健

指
導

は
、

初
回

と
最

終
の

面
談

や
2

週
間

後
の

電
話

支
援

に
加

え
て

、
月

1
回

1
5
分

間
の

テ
レ

ビ
電

話
で

の
面

談
を

行
う

。
対

象
者

は
、

毎
日

の

歩
数

と
体

重
を

オ
ン

ラ
イ

ン
上

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

登

録
す

る
こ

と
で

、
直

接
来

院
せ

ず
に

保
健

師
と

健
康

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

さ
ら

に
、

テ
レ

ビ
電

話
の

面
談

日
に

は
、

テ
レ

ビ
電

話
に

接
続

さ
れ

た
専

用
の

体
重

計
と

血
圧

計
を

使
っ

て
、

対
象

者
自

身
が

測
定

し
た

デ
ー

タ
が

自
動

登
録

さ
れ

、
保

健
師

は
面

談
時

の
対

象
者

の
現

状
も

確
認

す
る

こ
と

が
で

き

る
。

○

表
1
　

対
象

文
献

の
概

要
（
続

き
）

＊
①

保
健

指
導

の
準

備
	②

対
象

者
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

　
③

ア
セ

ス
メ

ン
ト

　
④

気
づ

き
の

促
し

　
⑤

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
健

康
行

動
の

理
解

促
進

及
び

教
材

の
選

定
　

⑥
目

標
設

定
　

⑦
保

健
指

導
期

間
中

の
継

続
フ

ォ
ロ

ー
　

⑧
評

価
（
3
～

6
か

月
後

）

126



N
o
.

論
文

タ
イ

ト
ル

著
者

発
行

年
目

的
保

健
指

導
の

対
象

者
特

性

保
健

指
導

実
施

者

の
特

性

保
健

指
導

の
成

果
の

内
容

（
得

ら
れ

た
保

健
指

導
の

内
容

の

根
拠

と
な

る
内

容
）

保
健

指
導

の
内

容
（
概

要
）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

1
2

生
活

習
慣

病

予
防

の
た

め

の
行

動
変

容

を
促

す
初

回

保
健

指
導

に

お
け

る
保

健
師

の
コ

ア
と

な
る

技
術

項
目

小
出

恵
子

,

他

2
0
1
4

本
研

究
で

は
、

生
活

習
慣

病

予
防

の
た

め
の

行
動

変
容

を
促

す
個

別
保

健
指

導
の

初
回

面
接

（
以

下
、

初
回

保

健
指

導
）
に

焦
点

を
当

て
、

そ
の

場
面

に
お

け
る

保
健

師

の
コ

ア
と

な
る

技
術

項
目

（
以

下
、

技
術

項
目

）
を

作
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

。

な
し

特
定

保
健

指
導

の
実

務
経

験
の

あ
る

保
健

師
、

ま
た

は
特

定
保

健

指
導

以
外

の
保

健
指

導
経

験
が

5
年

以
上

あ

る
者

。
産

業
2
名

、
行

政

3
名

、
全

員
が

女
性

。
4

名
が

特
定

保
健

指
導

の
担

当
の

経
験

が
あ

る
。

行
動

変
容

を
促

す
た

め
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

明
ら

か
に

す
る

た
め

に
フ

ォ
ー

カ
ス

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
実

施
。

そ
の

参
加

者
は

、
特

定
保

健
指

導
の

従
事

経
験

の
あ

る
保

健
師

、
ま

た
は

特
定

保
健

指
導

以
外

の
保

健

指
導

経
験

が
5
年

以
上

あ
る

者
。

産
業

2
名

、
行

政
3
名

、
全

員
が

女
性

。

4
名

が
特

定
保

健
指

導
の

担
当

の
経

験
が

あ
る

。
保

健
師

と
し

て
の

経
験

年
数

は
、

１
～

5
年

が
1
名

、
6
～

1
0
年

が
1
名

、
2
1
年

以
上

が
3
名

。

技
術

項
目

案
の

網
羅

性
と

内
容

妥
当

性
の

確
認

に
、

看
護

系
大

学
の

教

員
4
名

か
ら

の
意

見
聴

取
を

実
施

、
そ

の
後

、
行

政
・
産

業
に

勤
務

す
る

保
健

師
6
名

に
プ

レ
テ

ス
ト

を
実

施
。

質
問

紙
調

査
を

、
生

活
習

慣
病

予
防

に
関

す
る

保
健

指
導

に
従

事
し

た

経
験

が
5
年

以
上

あ
り

、
か

つ
保

健
指

導
業

務
に

お
い

て
、

新
人

保
健

師

や
看

護
師

の
教

育
に

携
わ

っ
た

経
験

の
あ

る
者

に
実

施
し

た
。

以
上

の
経

過
か

ら
作

成
さ

れ
た

技
術

項
目

（
案

）
は

6

項
目

（
中

項
目

1
7
項

目
）
で

あ
り

，
大

項
目

は
[  I対

象
者

と
関

係
を

つ
く
る

技
術

】
，

［
II対

象
者

を
ア

セ
ス

メ
ン

ト
す

る
技

術
】
，

【
Ⅲ

行
動

変
容

に
対

す
る

関
心

・

意
欲

を
高

め
る

技
術

],[IV
健

康
課

題
と

生
活

実
態

を

つ
な

ぐ
技

術
］
，

［
V

生
活

実
態

と
行

動
目

標
を

つ
な

ぐ

技
術

】
，

［
V

I行
動

変
容

に
対

す
る

自
信

を
高

め
る

技

術
】
で

あ
っ

た
。

○
○

○
○

1
3

特
定

保
健

指

導
に

お
け

る
保

健
指

導
効

果
と

そ
の

保
健

指

導
内

容
と

の
検

討
　

動
機

づ
け

保
健

指
導

に

焦
点

を
あ

て
て

早
川

泰
子

,

他

2
0
1
4

A
施

設
で

実
施

し
て

き
た

動

機
づ

け
支

援
が

，
他

の
対

象

区
分

(積
極

的
支

援
)と

比
べ

て
関

わ
り

が
少

な
い

な
か

で
，

ど
の

よ
う

な
結

果
を

も
た

ら
し

て
い

る
か

を
評

価
し

た
う

え
で

，
保

健
指

導
内

容
と

結

果
と

の
関

連
を

明
ら

か
に

し
，

今
後

の
保

健
指

導
の

あ
り

方

へ
の

示
唆

を
得

る
こ

と
を

目

的
と

し
た

。

2
0
0
8
(平

成
2
0
)年

4
月

～

2
0
1
0
(平

成
2
2
)年

1
2
月

ま
で

の
，

A
施

設
で

の
初

回
動

機
づ

け
支

援

実
施

者
1
3
9
名

。

な
し

改
善

・
非

改
善

の
結

果
を

見
る

と
，

全
1
3
9
名

中
8
8
名

(6
3
.3

％
)に

何
ら

か
の

改
善

が
み

ら
れ

た
。

男
女

別
で

は
，

男
性

は
ど

の
年

代
で

も
半

数

以
上

が
改

善
し

て
い

る
が

，
女

性
の

ほ
う

は
，

非
改

善
の

割
合

が
高

く
有

意
な

差
を

認
め

た
。

年
齢

別
で

は
，

6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

は
全

員
改

善

し
て

お
り

，
次

い
で

4
5
～

5
4
歳

の
年

齢
層

の
改

善
割

合
が

高
く
，

有
意

差

を
認

め
た

。
運

動
習

慣
の

有
無

で
は

，
「
改

善
群

」
が

8
8
名

中
1
4
名

(1
5
.9

％
)と

，
「
非

改
善

群
」
よ

り
多

く
有

意
差

を
認

め
た

。

「
改

善
群

」
の

平
均

体
重

は
，

開
始

時
7
1
.7

kg，
6
か

月
後

は
6
9
.5

kgで

2
.2

kgの
減

量
で

あ
っ

た
。

「
改

善
群

」
の

う
ち

，
「
1
kg以

上
3
kg未

満
減

量
」
が

8
8
名

中
3
9
名

(4
4
.3

％
)と

最
も

多
く
，

人
間

ド
ッ

ク
学

会
に

お
い

て

明
ら

か
な

改
善

群
と

さ
れ

て
い

る
「
3
kg以

上
減

量
」
も

2
8
名

(3
1
.8

％
)い

た
。

「
変

化
な

し
」
は

，
2
1
名

(2
3
.9

％
)で

あ
っ

た
。

「
非

改
善

群
」
の

平
均

体
重

は
開

始
時

6
9
.5

kgか
ら

，
6
か

月
後

は
7
0
.1

kgで
0
.6

kgの
増

加
が

あ
っ

た
。

「
非

改
善

群
」
で

は
体

重
減

少
者

は
お

ら
ず

，
「
変

化
な

し
」
が

5
1
名

中
4
1
名

(8
0
.4

％
)，

「
1
kg以

上
増

加
」
が

1
0
名

(1
9
.6

％
)で

あ
り

，
改

善
群

の
ほ

う
が

有
意

に
平

均
体

重
が

減
量

し
て

い
た

。

「
改

善
群

」
は

，
『
飲

食
』
が

8
8
名

中
4
4
名

(5
0
.％

)，
次

い
で

『
運

動
と

飲

食
半

々
』
2
9
名

(3
3
.0

％
)『

運
動

』
9
名

(1
0
.2

％
)，

『
飲

食
主

体
で

運
動

少

し
』
『
運

動
主

体
で

飲
食

少
し

』
が

そ
れ

ぞ
れ

3
名

(3
.4

％
)の

改
善

が
見

ら

れ
た

。
さ

ら
に

，
体

重
変

化
別

に
改

善
内

容
を

み
る

と
，

体
重

の
減

量
幅

が
大

き
い

ほ
ど

『
飲

食
と

運
動

半
々

』
で

実
践

す
る

割
合

が
有

意
に

増
加

し
て

い
た

。

動
機

づ
け

支
援

の
特

定
保

健
指

導
効

果
を

得
る

に

は
，

『
飲

食
』
『
運

動
』
の

両
面

を
取

り
入

れ
る

こ
と

，
ま

た
，

セ
ル

フ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
で

き
る

よ
う

，
「
何

を
」
「
い

つ
」
「
ど

の
く
ら

い
」
「
頻

度
」
の

4
カ

テ
ゴ

リ
ー

か
ら

の

具
体

的
な

行
動

計
画

の
作

成
が

重
要

で
あ

る
。

○

1
4

仮
想

形
式

ラ
ン

チ
バ

イ
キ

ン
グ

法
を

用
い

た
行

動
療

法
の

実

践

青
佐

泰
志

,

他

2
0
1
1

保
健

指
導

に
お

け
る

行
動

療

法
と

し
て

の
仮

想
形

式
ラ

ン

チ
バ

イ
キ

ン
グ

法
の

実
践

と

結
果

を
解

析
し

た
．

医
療

法
人

社
団

上
人

会
上

人
病

院
で

保
健

指
導

を
受

け
、

仮
想

形

式
ラ

ン
チ

バ
イ

キ
ン

グ
法

を
施

行

し
，

支
援

開
始

よ
り

6
ヶ

月
後

の
評

価
を

行
っ

た
4
4
名

（
動

機
づ

け
支

援
者

：
3
8
名

，
積

極
的

支
援

者
：
6

名
）

な
し

積
極

的
支

援
者

6
名

に
お

い
て

，
健

診
時

と
支

援
6
ヶ

月
後

で
は

，
腹

囲
，

体
重

お
よ

び
B

M
Iに

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

．
収

縮
期

血
圧

，
拡

張
期

血
圧

，
中

性
脂

肪
で

有
意

な
低

下
が

認
め

ら
れ

た
．

一
方

で
，

血
糖

値
，

H
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

，
　

L
D

L
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

に
は

有
意

な
差

は
認

め

ら
れ

な
か

っ
た

。
動

機
づ

け
支

援
者

の
指

導
時

に
お

け
る

食
品

選
択

の

結
果

を
表

3
－

A
と

積
極

的
支

援
者

の
初

回
指

導
時

と
支

援
6
ヶ

月
後

指

導
時

の
食

品
選

択
の

変
化

を
表

3
－

B
に

示
す

．
積

極
的

支
援

者
に

お
い

て
は

，
支

援
6
ヶ

月
後

に
摂

取
エ

ネ
ル

ギ
ー

お
よ

び
全

重
量

に
対

す
る

摂

取
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
有

意
な

低
下

が
認

め
ら

れ
た

．

本
法

の
食

品
見

本
カ

ー
ド

は
『
実

物
大

そ
の

ま
ん

ま

料
理

カ
ー

ド
』
を

用
い

，
1
0
0
枚

の
実

寸
大

食
品

見
本

カ
ー

ド
よ

り
1
2
種

の
料

理
群

（
ご

飯
・
パ

ン
・
麺

・
肉

・

魚
・
卵

・
大

豆
・
野

菜
・
汁

・
果

物
・
嗜

好
品

・
ア

ル

コ
ー

ル
）
に

分
類

し
た

．
食

品
見

本
カ

ー
ド

の
裏

面
に

は
，

食
品

番
号

，
エ

ネ
ル

ギ
ー

量
（
kc

al）
，

使
用

材

料
（
g）

，
調

理
手

順
，

調
理

特
性

が
記

載
さ

れ
て

い

る
．

指
導

時
に

は
，

参
加

者
が

選
択

し
た

食
品

の
栄

養
値

を
表

計
算

ソ
フ

ト
を

用
い

て
算

出
し

，
そ

の
結

果

を
直

ち
に

対
象

者
に

提
示

し
た

．

○

表
1
　

対
象

文
献

の
概

要
（
続

き
）

＊
①

保
健

指
導

の
準

備
	②

対
象

者
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

　
③

ア
セ

ス
メ

ン
ト

　
④

気
づ

き
の

促
し

　
⑤

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
健

康
行

動
の

理
解

促
進

及
び

教
材

の
選

定
　

⑥
目

標
設

定
　

⑦
保

健
指

導
期

間
中

の
継

続
フ

ォ
ロ

ー
　

⑧
評

価
（
3
～

6
か

月
後

）
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N
o
.

論
文

タ
イ

ト
ル

著
者

発
行

年
目

的
保

健
指

導
の

対
象

者
特

性

保
健

指
導

実
施

者

の
特

性

保
健

指
導

の
成

果
の

内
容

（
得

ら
れ

た
保

健
指

導
の

内
容

の

根
拠

と
な

る
内

容
）

保
健

指
導

の
内

容
（
概

要
）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

1
5

行
動

変
容

技

法
を

用
い

た
特

定
保

健
指

導

の
効

果
　

事
例

か
ら

の
検

討

工
藤

明
美

,

他

2
0
1
2

本
研

究
の

目
的

は
，

ラ
イ

フ

ス
タ

イ
ル

の
改

善
に

つ
い

て

の
強

化
に

向
け

，
保

健
指

導

に
目

標
設

定
技

法
，

セ
ル

フ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

技
法

，
オ

ペ
ラ

ン
ト

強
化

法
お

よ
び

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
を

用
い

た

介
入

が
，

対
象

者
の

健
康

行

動
の

維
持

，
体

重
お

よ
び

生

化
学

的
指

標
に

及
ぼ

す
効

果
を

個
別

事
例

に
よ

っ
て

検

討
し

，
保

健
指

導
に

有
効

な

考
え

方
や

ス
キ

ル
を

明
ら

か

に
す

る
こ

と
で

あ
る

。

対
象

者
は

，
2
0
0
9
(平

成
2
1
)年

度

に
Z
市

が
実

施
し

た
特

定
健

康
診

査
に

お
い

て
積

極
的

支
援

の
対

象
と

な
り

，
積

極
的

支
援

プ
ロ

グ

ラ
ム

に
応

募
し

た
者

の
う

ち
筆

者

が
担

当
し

た
4
0
～

6
3
歳

(平
均

年

齢
5
2
.5

歳
)の

男
性

6
名

で
あ

る
。

こ
の

選
定

基
準

は
，

①
事

業
説

明

後
に

積
極

的
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ

の
参

加
を

希
望

し
て

い
る

こ
と

，
②

4
か

月
間

の
介

入
を

終
了

し
て

い

る
こ

と
，

③
介

入
終

了
2
か

月
後

の
事

後
評

価
を

終
了

し
て

い
る

こ

と
，

お
よ

び
④

研
究

へ
の

協
力

に

同
意

し
て

い
る

こ
と

，
の

4
条

件
で

あ
っ

た
。

著
者

行
動

目
標

の
達

成
度

で
は

，
7
0
～

1
0
0
％

 と
多

少
の

差
は

あ
る

も
の

の
，

全
対

象
者

に
お

い
て

，
7
割

を
超

え
る

達
成

度
を

示
し

て
い

た
。

介
入

前
後

の
体

重
の

減
少

量
に

は
，

0
.4

～
7
.2

kgの
幅

は
あ

る
も

の
の

，

全
対

象
者

に
体

重
減

少
が

み
ら

れ
た

。
目

標
減

量
体

重
に

到
達

し
た

の

は
4
名

(A
，

B
，

C
，

D
)で

あ
っ

た
。

ま
た

，
6
か

月
評

価
に

お
い

て
は

，
5
名

が
体

重
減

少
を

維
持

し
て

い
た

。

特
定

健
診

に
お

い
て

該
当

し
た

M
S

の
項

目
す

べ
て

に
改

善
が

見
ら

れ
，

正
常

範
囲

と
な

っ
た

の
は

，
5
名

(A
，

B
，

C
，

E
，

F
)中

3
名

(A
，

B
，

C
)で

あ
っ

た
。

A
，

B
の

介
入

前
後

の
体

重
減

少
量

は
7
.4

％
，

6
.8

％
 と

5
％

 を
超

え
る

減
少

量
で

あ
っ

た
。

日
あ

た
り

に
減

ら
す

べ
き

エ
ネ

ル
ギ

ー
量

に
見

合
っ

た
行

動
目

標
を

設
定

し
，

行
動

目
標

に
対

す
る

達
成

見
込

み
感

を
8
～

1
0
点

と
し

た
の

は
4
名

(A
，

B
，

D
，

F
)で

あ
っ

た
。

介
入

期
の

4
か

月
間

に
お

け
る

セ
ル

フ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

へ
の

記
入

率
は

，
全

対
象

者
が

1
0
0
％

 で
あ

っ
た

。

介
入

に
は

，
①

目
標

設
定

，
②

セ
ル

フ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
，

③
オ

ペ
ラ

ン
ト

強
化

，
④

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
，

な
ど

の
行

動
変

容
技

法
を

用
い

た
。

●
セ

ル
フ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

：
セ

ル
フ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
，

対
象

者
が

自
ら

行
動

を
記

録
し

，
観

察
，

評
価

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

，
自

己
の

行
動

や
態

度
を

客
観

的
に

理
解

し
，

修
正

を
必

要
と

す
る

行
動

パ

タ
ー

ン
へ

の
気

づ
き

を
も

た
ら

す
こ

と
を

目
的

と
し

て
用

い
た

。
対

象
者

に
は

実
行

し
た

行
動

目
標

に
つ

い
て

自
己

評
価

し
て

も
ら

い
，

セ
ル

フ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

へ
の

記
入

を
求

め
た

。
シ

ー
ト

は

カ
レ

ン
ダ

ー
方

式
と

な
っ

て
お

り
，

行
動

目
標

の
達

成
状

況
を

毎

日
○

△
×

で
チ

ェ
ッ

ク
し

，
体

重
の

測
定

記
入

は
月

1
回

か
週

1

回
か

毎
日

に
す

る
の

か
を

対
象

者
に

選
択

さ
せ

た
。

●
目

標
設

定
：
目

標
減

量
体

重
の

設
定

で
は

，
対

象
者

が
4
か

月
間

お
よ

び

6
か

月
間

に
お

い
て

達
成

可
能

と
す

る
体

重
を

重
要

視
し

た
。

行

動
目

標
の

設
定

は
，

効
果

と
実

行
性

の
2
つ

の
視

点
か

ら
検

討
し

た
。

効
果

に
関

し
て

は
，

行
動

目
標

が
目

標
減

量
体

重
を

達
成

す

る
た

め
に

算
出

し
た

1
日

あ
た

り
に

減
ら

す
べ

き
エ

ネ
ル

ギ
ー

量
に

適
し

た
行

動
で

あ
る

か
否

か
を

検
討

し
た

。
実

行
性

に
関

し
て

は
，

対
象

者
に

ま
ず

，
「
こ

れ
な

ら
で

き
そ

う
」
と

い
う

行
動

目
標

の

設
定

を
促

し
た

。
最

終
的

に
は

，
行

動
目

標
に

対
す

る
達

成
見

込

み
感

を
目

安
に

，
対

象
者

が
自

己
決

定
し

た
。

ま
た

，
セ

ッ
シ

ョ
ン

や
セ

ル
フ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
の

結
果

に
も

と
づ

い
て

行
動

目
標

の
修

正
を

行
っ

た
。

行
動

目
標

の
達

成
見

込
み

感
は

数
値

化
し

，

測
定

し
た

。
1
0
点

満
点

と
し

，
点

数
が

高
い

ほ
ど

達
成

見
込

み
感

が
高

い
こ

と
を

意
味

す
る

。
対

象
者

が
6
点

以
下

を
示

し
た

場
合

に
は

，
行

動
目

標
の

見
直

し
を

求
め

た
。

●
オ

ペ
ラ

ン
ト

強
化

：
オ

ペ
ラ

ン
ト

強
化

は
，

人
間

の
行

動
は

行
動

し
た

後
に

よ
い

結
果

が

起
こ

る
と

，
さ

ら
に

行
動

が
起

こ
り

や
す

く
な

る
性

質
を

も
っ

て
い

る
，

と
い

う
オ

ペ
ラ

ン
ト

条
件

づ
け

理
論

に
も

と
づ

い
て

い
る

。
具

体
的

に
は

，
望

ま
し

い
行

動
を

増
や

す
た

め
に

，
セ

ル
フ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
や

セ
ッ

シ
ョ

ン
に

お
い

て
，

把
握

し
た

対
象

者
の

よ
い

変
化

(身
体

面
・
心

理
面

・
行

動
面

)に
対

し
て

賞
賛

や
承

認
を

与

え
る

こ
と

で
行

動
が

強
化

さ
れ

る
よ

う
配

慮
し

た
。

●
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト

：
行

動
目

標
を

設
定

す
る

時
や

セ
ッ

シ
ョ

ン
に

お
い

て
，

対
象

者
の

行
動

継
続

を
支

援
し

て
く
れ

る
身

近
な

支
援

者
を

設

定
し

，
サ

ポ
ー

ト
を

得
る

た
め

の
具

体
的

な
方

法
に

つ
い

て
助

言

し
た

。

○
○

1
6

特
定

保
健

指

導
に

お
け

る
行

動
変

容
ス

テ
ー

ジ
別

ア
プ

ロ
ー

チ
方

法

松
永

里
香

,

他

2
0
1
2

P
ro

c
h
askaら

に
よ

っ
て

提

唱
さ

れ
た

多
理

論
統

合
モ

デ

ル
(T

ran
sth

e
o
re

tic
al

m
o
de

l：
T
T
M

)を
用

い
て

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

を
対

象
と

し
た

行
動

変
容

ス
テ

ー

ジ
別

ア
プ

ロ
ー

チ
方

法
を

考

案
し

，
特

定
保

健
指

導
対

象

者
に

お
い

て
有

効
性

を
検

討

し
た

。

2
0
0
9
(平

成
2
1
)年

に
特

定
健

診

を
受

診
し

た
4
0
～

6
0
歳

の
A

市
職

員
の

な
か

で
，

動
機

づ
け

支
援

と

積
極

的
支

援
の

リ
ス

ク
に

該
当

す

る
者

，
降

圧
薬

・
高

脂
血

薬
・
血

糖
降

下
薬

の
内

服
治

療
を

し
て

い

な
い

3
9
例

が
対

象
な

っ
た

。
こ

の

う
ち

1
例

が
内

科
的

治
療

に
よ

り

脱
落

し
，

3
8
例

(男
性

，
5
1
.0

±
5
.7

歳
)を

解
析

対
象

と
し

た
。

な
し

行
動

変
容

ス
テ

ー
ジ

は
，

介
入

開
始

時
／

修
了

時
／

6
か

月
後

の
人

数

の
推

移
を

み
る

と
，

前
熟

考
期

(2
例

／
1
例

／
2
例

)，
熟

考
期

(1
1
／

1
／

2
)，

準
備

期
(1

6
／

1
／

1
)，

実
行

期
(6

／
3
4
／

1
4
)，

維
持

期
(3

／
1
／

1
9
)へ

と
推

移
し

た
。

介
入

開
始

時
か

ら
修

了
時

へ
の

ス
テ

ー
ジ

上
昇

し

た
者

は
2
9
例

，
無

変
化

の
者

は
6
例

，
後

退
し

た
者

は
3
例

で
あ

っ
た

。
形

態
特

性
の

変
化

に
つ

い
て

は
，

体
重

・
B

M
I・

腹
囲

に
お

い
て

有
意

に
減

少
し

，
6
か

月
後

に
お

い
て

も
持

続
的

な
効

果
を

認
め

た
。

質
問

票
に

よ
る

生
活

習
慣

改
善

行
動

で
は

，
運

動
・
食

事
・
気

持
ち

に
お

い
て

各
得

点
が

有
意

に
減

少
し

，
生

活
習

慣
改

善
に

関
す

る
望

ま
し

い
行

動
の

変
化

が

認
め

ら
れ

た
。

特
定

保
健

指
導

の
階

層
化

の
変

化
で

は
健

診
時

に
積

極

的
支

援
1
9
例

，
動

機
づ

け
支

援
1
9
例

，
情

報
提

供
0
例

だ
っ

た
も

の
が

，

6
か

月
後

に
は

積
極

的
支

援
1
0
例

，
動

機
づ

け
支

援
7
例

，
情

報
提

供
2
1

例
へ

と
該

当
者

数
が

変
化

し
た

。

P
ro

c
h
askaの

減
量

版
テ

キ
ス

ト
を

参
考

に
，

T
T
M

 の

構
成

概
念

に
も

と
づ

き
「
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム

改
善

テ
キ

ス
ト

」
を

作
成

し
た

。
本

テ
キ

ス
ト

は
，

行
動

変
容

ス
テ

ー
ジ

別
に

取
り

組
め

る
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
形

式
に

な
っ

て
お

り
，

「
運

動
」
「
食

事
」
お

よ
び

「
気

持

ち
」
の

3
分

野
か

ら
ア

プ
ロ

ー
チ

を
行

う
。

「
気

持
ち

」
と

は
自

己
効

力
感

や
pro

s(恩
恵

)の
増

高
，

感
情

コ
ン

ト

ロ
ー

ル
の

た
め

の
不

適
切

な
食

行
動

へ
の

気
づ

き
，

動
機

付
け

の
介

入
な

ど
で

あ
る

。

○

＊
①

保
健

指
導

の
準

備
	②

対
象

者
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

　
③

ア
セ

ス
メ

ン
ト

　
④

気
づ

き
の

促
し

　
⑤

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
健

康
行

動
の

理
解

促
進

及
び

教
材

の
選

定
　

⑥
目

標
設

定
　

⑦
保

健
指

導
期

間
中

の
継

続
フ

ォ
ロ

ー
　

⑧
評

価
（
3
～

6
か

月
後

）
表

1
　

対
象

文
献

の
概

要
（
続

き
）

128



N
o
.

論
文

タ
イ

ト
ル

著
者

発
行

年
目

的
保

健
指

導
の

対
象

者
特

性

保
健

指
導

実
施

者

の
特

性

保
健

指
導

の
成

果
の

内
容

（
得

ら
れ

た
保

健
指

導
の

内
容

の

根
拠

と
な

る
内

容
）

保
健

指
導

の
内

容
（
概

要
）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

1
7

初
期

の
体

重

減
少

は
保

健

指
導

効
果

の

予
測

因
子

と
な

る

渡
邉

美
穂

,

他

2
0
1
1

紹
介

面
接

時
に

得
ら

れ
た

情

報
と

、
保

健
指

導
開

始
後

一

か
月

の
体

重
か

ら
、

保
健

指

導
を

開
始

し
て

3
か

月
の

体

重
変

化
を

予
測

で
き

る
か

を

検
証

し
、

効
果

的
な

保
健

指

導
の

検
討

に
資

す
る

こ
と

を

目
的

と
し

た
。

2
0
0
8
年

度
に

特
定

保
健

指
導

の

積
極

的
支

援
を

受
け

た
9
健

康
保

険
組

合
の

男
性

の
被

保
険

者

管
理

栄
養

士
体

重
変

化
（
3
0
日

体
重

変
化

比
は

0
.9

8
±

0
.0

2
、

9
0
日

体
重

変
化

比
は

0
.9

7
±

0
.0

3
）

初
回

面
接

は
個

別
支

援
で

行
い

．
継

続
支

援
は

手

紙
も

し
く
は

 E
メ

ー
ル

に
よ

る
支

援
を

対
象

者
が

選

択
。

手
紙

ま
た

は
E
メ

ー
ル

に
よ

る
支

援
A

を
5
回

，
手

紙
ま

た
は

E
メ

ー
ル

や
電

話
に

よ
る

支
援

B
を

3
~5

回

行
っ

た
以

上
の

支
援

内
容

は
，

標
準

的
な

健
診

・
保

健
指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
確

定
版

）
に

従
っ

た
。

結
果

は
、

「
3
0
日

後
の

体
重

変
化

比
」
の

み
が

説
明

変
数

と
し

て
選

ば
れ

、
「
年

齢
」
「
減

量
等

の
経

験
」
「
ス

ト
レ

ス
の

有
無

」
「
生

活
習

慣
改

善
が

重
要

だ
と

思
う

か
」

「
行

動
変

容
ス

テ
ー

ジ
」
「
初

回
面

接
時

B
M

I」
は

除

外
さ

れ
た

。
つ

ま
り

、
年

齢
や

取
り

組
み

前
の

体
格

．

態
度

に
関

わ
ら

ず
、

同
じ

支
援

回
数

で
も

、
支

援
期

間
中

、
同

じ
間

隔
で

支
援

す
る

の
で

は
な

く
、

初
め

の

1
カ

月
に

特
に

集
中

し
て

支
援

を
行

う
方

が
効

果
的

で

あ
る

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

る
。

○

1
8

特
定

保
健

指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

予
防

に
お

け
る

効
果

の
検

討

森
口

次
郎

,

他

2
0
1
1

当
会

で
は

対
面

指
導

と
遠

隔

支
援

を
併

用
し

た
特

定
保

健

指
導

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し

て
お

り
、

そ
の

M
S

改
善

お
よ

び
予

防
へ

の
有

効
性

を
検

討
し

た
。

5
つ

の
製

造
業

企
業

の
健

康
保

険

組
合

か
ら

、
2
0
0
8
年

度
の

特
定

健
診

結
果

に
よ

り
積

極
的

支
援

ま

た
は

動
機

づ
け

支
援

の
特

定
保

健
指

導
を

受
け

、
か

つ
2
0
0
9
年

度

に
特

定
健

診
を

受
診

し
た

4
0
歳

以

上
の

男
性

2
6
0
名

。

保
健

師
ま

た
は

管
理

栄

養
士

体
重

、
腹

囲
、

B
M

I、
H

bA
1
c
、

T
G

に
有

意
な

改
善

が
認

め
ら

れ
、

喫
煙

本
数

も
有

意
に

減
少

し
て

い
た

継
続

支
援

に
お

い
て

、
対

象
者

は
腹

囲
を

ウ
ェ

ブ
上

で
利

用
で

き
る

記
録

ツ
ー

ル
（
遠

隔
支

援
ツ

ー
ル

）
に

パ
ソ

コ
ン

や
携

帯
電

話
か

ら
記

入
し

、
セ

ル
フ

モ
ニ

タ

リ
ン

グ
を

実
施

。
ま

た
こ

の
ツ

ー
ル

は
自

身
の

改
善

目
標

の
実

施
状

況
の

確
認

に
も

活
用

。
指

導
者

は
そ

れ
ら

の
情

報
を

遠
隔

で
ウ

ェ
ブ

上
で

確
認

し
た

後
、

個

別
性

の
あ

る
支

援
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
メ

ー
ル

（
ま

た
は

手

紙
）
で

８
回

以
上

送
付

し
、

双
方

向
の

や
り

取
り

を
実

施
。

○

1
9

A
sso

c
iatio

n

be
tw

e
e
n

in
t e

n
sive

h
e
alth

gu
idan

c
e

fo
c
u
sin

g o
n

e
atin

g qu
ic

kly

an
d m

e
tabo

lic

syn
dro

m
e
 in

J
apan

e
se

m
iddle

-
age

d

c
itize

n
s.

E
ku

n
i

D
, e

t

al.

2
0
2
0

T
h
e
 aim

 o
f th

is stu
dy w

as

to
 in

ve
s

tigate
 th

e

e
ffe

c
ts o

f h
e
alth

gu
idan

c
e
 c

o
m

bin
in

g

im
pro

ve

m

e
n
ts in

 e
atin

g

qu
ic

kly w
ith

 stan
dard

gu
idan

c
e
 o

n
 M

e
tS

c
o
m

pare
d w

ith
 stan

dard

gu
idan

c
e
 alo

n
e
 am

o
n
g

partic
ipan

ts in
 th

e
 h

e
alth

c
are

 syste
m

 in
 J

apan
.

R
e
side

n
ts age

d 4
0
-
7
4
 ye

ars in
 tw

o

adjac
e
n
t c

itie
s in

 K
agaw

a

P
re

fe
c
tu

re
 in

 J
apan

 w
e
re

 in
fo

rm
e
d

o
f th

e
 pu

blic
 h

e
alth

 se
rvic

e

in
c
lu

din
g M

e
tS

 c
h
e
c
ku

psIn
c
lu

sio
n

c
rite

ria w
e
re

 h
avin

g M
e
tS

 an
d

agre
e
in

g to
 partic

ipate
. E

xc
lu

sio
n

c
rite

ria in
c
lu

de
d th

e
 re

side
n
ts w

h
o

are
 in

c
apable

 o
f partic

ipatin
g. A

fte
r

e
xplain

in
g th

e
 stu

dy aim
s an

d

pro
c
e
du

re
s, a su

ffic
ie

n
t n

u
m

be
r o

f

partic
ipan

ts w
e
re

 e
n
ro

lle
d o

n
 a

vo
lu

n
tary basis in

 bo
th

 c
itie

s

(n
=
1
0
0
 in

 o
n
e
 c

ity an
d n

=
 9

3
 in

th
e
 o

th
e
r). T

h
e
 re

c
ru

itm
e
n
t pe

rio
d

w
as fro

m
 J

u
ly to

 O
c
to

be
r 2

0
0
9
.

W
e
 e

xc
lu

de
d partic

ipan
ts w

h
o

dro
ppe

d o
u
t (n

=
 4

3
) an

d h
ad

in
c
o
m

ple
te

 data (n
=
 9

). F
in

ally, data

fro
m

 1
4
1
 partic

ipan
ts (m

e
an

 age
,

6
5
.0

±
6
.7

 ye
ars; ran

ge
, 4

1
-
7
4

ye
ars) w

e
re

 an
alyze

d.

ph
ysic

ian
s ,train

e
d

n
u
rse

s an
d die

tic
ian

s

D
iffe

re
n
c
e
s in

 bin
ary data be

tw
e
e
n
 th

e
 c

o
n
tro

l an
d

in
te

rve
n
tio

n
 gro

u
ps at fo

llo
w

-
u
p are

 sh
o
w

n
 in

 T
able

 2
.

T
h
e
 pre

vale
n
c
e
 o

f M
e
tS

 in
 th

e
 in

te
rve

n
tio

n
 gro

u
p w

as

sign
ific

an
tly lo

w
e
r th

an
 th

at in
 th

e
 c

o
n
tro

l gro
u
p (p =

0
.0

0
3
 ).

T
h
e
 n

u
m

be
r o

f partic
ipan

ts w
h
o
 h

ad alre
ady  starte

d im
pro

vin
g

th
e
ir life

style
 w

as sign
ific

an
tly h

igh
e
r in

 th
e
 in

te
rve

n
tio

n
 gro

u
p

th
an

 in
 th

e
 c

o
n
tro

l gro
u
p (p =

0
.0

0
2
 ).

H
o
w

e
ve

r, n
o
 sign

ific
an

t  diffe
re

n
c
e
s  w

e
re

 o
bse

rve
d be

tw
e
e
n

th
e
 tw

o
 gro

u
ps in

 th
e
 pe

rc
e
n
tage

 o
f partic

ipan
ts w

h
o
 re

po
rte

d

e
atin

g qu
ic

kly (p >
 0

.0
5
).

T
h
e
 de

c
re

ase
s se

e
n
 in

 bo
dy w

e
igh

t, B
M

I, W
C

 an
d T

O
 fro

m

base
lin

e
 to

 1
 ye

ar w
e
re

 sign
ific

an
tly gre

ate
r in

 th
e

in
te

rve
n
tio

n
 gro

u
p th

an
 in

 th
e
 c

o
n
tro

l gro
u
p (p <

 0
.0

5
)(T

able
 3

). N
o
 sign

ific
an

t diffe
re

n
c
e
s w

e
re

 o
bse

rve
d be

tw
e
e
n
 th

e
 tw

o

gro
u
ps in

 an
y o

th
e
r param

e
te

rs (p >
 0

.0
5
).

M
e
tS

に
関

す
る

標
準

的
な

健
康

指
導

に
加

え
て

、
介

入
グ

ル
ー

プ
の

参
加

者
は

、
以

下
を

含
む

、
迅

速
な

食
事

に
焦

点
を

当
て

た
さ

ら
な

る
健

康
指

導
を

受
け

た
。

 咀
嚼

の
合

計
時

間
と

食
事

を
始

め
て

か
ら

最
初

に
飲

み
込

む
ま

で
の

咀
嚼

回
数

を
監

視
す

る
。

歯
科

医
が

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

で
1
時

間
の

講
義

を
行

っ
た

。
講

義
の

内
容

は
、

健
康

の
た

め
の

咀
嚼

の
重

要
性

、
適

切
な

摂
食

速
度

、
お

よ
び

最
初

に
飲

み
込

む
ま

で
の

理
想

的
な

咀
嚼

数
（
3
0
咀

嚼
）
。

講
義

を
行

っ
た

後
、

歯
科

医
は

咀
嚼

の
合

計
時

間
と

最
初

の
飲

み
込

み

ま
で

の
咀

嚼
回

数
を

監
視

す
る

方
法

を
説

明
。

次

に
、

参
加

者
は

自
己

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
を

受
け

取

り
、

運
動

と
体

重
の

自
己

評
価

に
加

え
て

、
咀

嚼
の

合
計

時
間

と
咀

嚼
回

数
を

自
宅

で
3
か

月
間

1
日

3
回

な
ど

の
行

動
を

チ
ェ

ッ
ク

。

〇

表
1
　

対
象

文
献

の
概

要
（
続

き
）

＊
①

保
健

指
導

の
準

備
	②

対
象

者
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

　
③

ア
セ

ス
メ

ン
ト

　
④

気
づ

き
の

促
し

　
⑤

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
健

康
行

動
の

理
解

促
進

及
び

教
材

の
選

定
　

⑥
目

標
設

定
　

⑦
保

健
指

導
期

間
中

の
継

続
フ

ォ
ロ

ー
　

⑧
評

価
（
3
～

6
か

月
後

）
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表2 特定保健指導のプロセスごとの保健指導の内容 
特定保健指導の

プロセス
保健指導の内容（括弧は表1の文献番号）

・ 利用率の向上に向け、特定保健指導の流れや概要を示した資料を作成し、保健指導実施者の

説明内容と方法を統一する（2）

・ 健康問題の抽出等、事前に対象者の全体像をイメージする（8）

・ 対象者の気持ちをほぐす・聴く・捉えられるよう努め関係性を築く（12）

・ 社交的・親密的な関係づくりに努める中で、対象者の健康に対する関心・問題認識を見極める

(4)(8)

③アセスメント ・ 対象者の健康課題・生活状況という事実とともに、行動変容に対する関心の程度や準備性・気

持ちの変化をアセスメントする(8)(10)(12)

・ 対象者の身近な集団の生活習慣の特徴を示し、関心を促す(1)

・ 対象者の生活習慣や健診結果に対する知識を把握し、時には、正しい知識を提供する(4)

・ 無関心期の対象者へ、まずは健康や身体に対する関心を高めることができるよう支援する。無

関心期や関心期の対象者が、行動変容に対する利益について考えることができるよう支援す

る。関心期や準備期の対象者が、行動変容に伴う不利益を減らす工夫について考えることがで

きるよう支援する(8)(12)

・ 標準的質問票の結果から得られた対象者の身近な集団の生活習慣の特徴を示す資料を作成

する(1)

・ 実寸大食品見本カードの作成・活用により保健指導の場で対象者へ提示する、行動変容ス

テージ別のワークブックを作成・活用するなど、対象者に響くアプローチ方法を検討する

(8)(14)(16)

・ 目標設定において、健康課題と生活実態をつなぐ、生活実態と行動計画をつなぐ、実行に向け

た自信を高めるよう支援する(12)

・ 達成目標は、目標体重の設定等、対象者からみて達成可能な目標を設定する(4)(15)

・ 行動目標は、効果と実効性の視点から①「何」を「どうするか」が明確か、②セルフモニタリング

できるか、③自己決定かを配慮する(3)(5)(8)(13)(15)

・ 行動目標を設定する際、対象者の行動継続を支援してくれる身近な支援者（ソーシャルサポー

ト）を設定し，サポートを得るための具体的な方法について助言する(15)

・ アプリやビデオ通話等、対象者の希望に沿った支援形態とする(7)(11)(18)

・ 支援期間中、同じ間隔で支援するのではなく、初めの1カ月に特に集中して支援を行う方が効果

的である(17)

・ セルフモニタリングできるツール（紙、アプリ、Web上）に行動目標の達成状況、体重等の事実と

気持ちや体調を記載してもらい、賞賛や承認を伝え、必要時には助言をする

(5)(6)(9)(10)(11)(15)(18)(19)

⑧評価（3～6か月後） ・ （該当事項なし）

⑦保健指導期間中の

継続フォロー

①保健指導の準備

②対象者との信頼関係

の構築

④気づきの促し

⑤科学的根拠に基づく

健康行動の理解促進

及び教材の選定

⑥目標設定
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